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１  

環
境
保
全
に 

配
慮
し
た
取
組
の
推
進

１
‒
１　

�

自
然
環
境
の
保
全

①
環
境
調
査
・
環
境
保
全

対
策
の
実
施

　
水
資
源
機
構
の
事
業
は
、
山

間
地
域
な
ど
自
然
豊
か
な
場
所

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ダ

ム
や
用
水
路
な
ど
の
施
設
の
建

設
は
自
然
の
改
変
を
伴
う
こ
と

か
ら
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。
施
設
の
新
築
や

改
築
事
業
で
は
、
自
然
環
境
の

保
全
の
た
め
に
調
査
・
影
響
予

測
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
環
境
保
全
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
施
し
た
環
境

保
全
対
策
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
に
よ
り
効
果
を
検
証
し
て

い
ま
す
。

に
複
数
の
環
境
で
播
種
試

験
を
行
い
発
芽
育
成
に
成

功
し
ま
し
た
。
２
年
目
と

な
る
令
和
２
年
度
も
順
調

に
生
育
し
、
開
花
・
結
実

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
今
回
成
功
し
た
環

境
と
同
様
な
環
境
に
播
種

す
る
こ
と
で
現
地
で
の
生

育
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

■
希
少
植
物
の
移
植�

（
思
川
開
発
）

　
思
川
開
発
で
は
、
事
業
に
よ
り
影

響
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
希
少
植

物
の
移
植
を
行
う
と
と
も
に
、
移
植

し
た
植
物
の
状
況
に
つ
い
て
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
移
植
が
成
功
し
な
か
っ
た

オ
オ
ヒ
キ
ヨ
モ
ギ
は
、
令
和
元
年
度

※１　�令和２年度計画の記載内容は、中期計画に基づく年度計画に定められた環境保全に関する内容から抜粋、整理した
ものです。これ以降のページに掲載する令和２年度計画についても同様です。�

※２　�ダムが建設されてダム下流の河川流況が平滑化されるため、付着藻類の剥離更新の促進、河床堆積物の掃流等を目
的として一時的に放流量を増加させる取組。

環
境
保
全
の
取
組　

Ⅳ

［
管
理
業
務
］

　

施
設
が
周
辺
の
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響

の
把
握
が
必
要
な
場
合
等
に
は
、
自
然
環
境

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に

応
じ
て
必
要
な
環
境
保
全
対
策
を
実
施
す
る
。

　

ダ
ム
下
流
河
川
へ
の
堆
積
土
砂
還
元
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
放
流
※
２
等
の
取
組
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。

［
新
築
及
び
改
築
事
業
］

　

自
然
環
境
調
査
及
び
環
境
影
響
予
測
を
実

施
す
る
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
環
境
保
全

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
３
事
業
で
実
施
す
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
※
１
】

環
境
調
査
・
環
境
保
全
対
策
の
実
施

●�

19
施
設
に
お
い
て
、
魚
類
遡
上
調
査
、
環

境
調
査
等
を
実
施
し
た
。

●�

７
ダ
ム
で
下
流
河
川
へ
の
堆
積
土
砂
還
元

を
実
施
し
、
全
て
の
施
設
で
土
砂
の
流
下

を
確
認
し
た
。

●�

11
ダ
ム
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
等
を
実
施
し

た
。

●�

９
事
業
に
お
い
て
、
自
然
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
環
境
調
査
を
実
施
し
た
。

●�

６
事
業
に
お
い
て
環
境
保
全
対
策
を
講
じ

た
。

●�

３
事
業
に
お
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績
（
概
要
）】

オオヒキヨモギ播種地の状況と開花状況

　
ま
た
、
ダ
ム
や
用
水
路
な
ど

の
管
理
業
務
で
は
、
施
設
の
供

用
に
伴
う
施
設
周
辺
の
自
然
環

境
の
変
化
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
24
・
25

ペ
ー
ジ
に
自
然
環
境
調
査
の
実

施
事
務
所
及
び
内
容
一
覧
を
示

し
ま
す
。）
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■
希
少
猛
禽
類
の
保
全

（
思
川
開
発
）

　
オ
オ
タ
カ
の
営
巣
環
境
改
善
の
た

め
に
設
置
し
た
代
替
巣
に
お
い
て
令

和
元
年
度
に
オ
オ
タ
カ
か
ら
ノ
ス
リ

へ
の
入
替
え
が
生
じ
、
令
和
２
年
度

も
ノ
ス
リ
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
巣
の
構
造
に
は
問
題
が
な
い
こ

と
か
ら
、
ノ
ス
リ
の
影
響
が
な
い
場

所
に
新
た
に
代
替
巣
２
巣
を
設
置
し

ま
し
た
。
代
替
巣
の
設
置
に
よ
り
、

事
業
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
環
境

へ
の
誘
導
を
行
い
、
営
巣
中
の
負
荷

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
で
、
オ

オ
タ
カ
の
繁
殖
へ
の
影
響
が
低
減
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

■�

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

保
全
対
策
（
川
上
ダ
ム
）

　
川
上
ダ
ム
で
は
、
湛
水
予
定
区
域

の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
湛
水
予

定
区
域
の
上
流
に
保
護
移
転
す
る
保

全
対
策
を
平
成
28
年
よ
り
実
施
し
て

お
り
、
令
和
２
年
度
は
、
42
個
体
を

移
転
し
ま
し
た
。

　
移
転
開
始
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
移
転
個
体
数
は
累
計
５
４
９
個
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
移
転
先
で
は
、
堰
等
の
横
断
構
造

物
に
遡
上
路
を
設
置
、
河
岸
に
人
工

巣
穴
を
設
置
す
る
等
、
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
環
境
の
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
利
用
実
態
調
査
に
よ

り
設
置
し
た
遡
上
路
及
び
人
工
巣
穴

が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

■
魚
類
遡
上
調
査

　
河
口
堰
な
ど
の
施
設
で
は
、
魚
類

の
遡
上
に
配
慮
し
、
魚
道
の
設
置
や

魚
類
を
誘
導
す
る
た
め
の
ゲ
ー
ト
操

作
な
ど
を
行
い
、
そ
の
効
果
を
確
認

す
る
た
め
の
魚
類
遡
上
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
利
根
川
河
口
堰
で
は
、
堰
の
左
右

岸
に
「
呼
び
水
式
階
段
魚
道
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
約

１
万
４
千
匹
の
稚
ア
ユ
の
遡
上
が
確

認
さ
れ
ま
し
た

（
※
１
）。

※１　調査方法：左右岸魚道の目視調査及び採捕調査、調査期間：令和 2年３月９日～５月 27日
　　　【目視調査】調査頻度：１回 /週（合計７回）、調査間隔：10分 /回 /時間（６時～ 18時）
　　　【採捕調査】調査頻度：期間中合計３回（１回あたり３日間）

代替巣設置状況

オオサンショウウオの人工巣穴調査状況

右岸魚道全景（左は多自然型魚道）

呼び水式階段魚道とは？
　利根川河口堰では、潮の満ち引きにより水位が約1.5mも変化するため、ゲートにより海側と川側に落
差が生じます。この落差では、子供のアユは上ることができません。そこで、水位差が10～ 15cmにな
るように、なだらかな階段式の魚道を設置しています。また、魚道の下流側（海側）に、魚道を流れる
水とは別に勢いのある水を流すことで、魚たちを引き寄せます。これを「呼び水」と呼んでいます。こ
うすることで、魚たちが魚道を通ってスムーズに遡上することができるようになります。
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■�
ダ
ム
下
流
河
川
環
境
の

改
善

　
ダ
ム
が
で
き
る
と
、
ダ
ム
下
流
へ

の
土
砂
供
給
量
が
減
少
し
、
ま
た
、

ダ
ム
下
流
の
流
量
が
平
滑
化
さ
れ
、

生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
な
ど
の
河

川
環
境
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

放
流

（
※
１
）
等
の
ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
試

験（
※
２
）、

ダ
ム
下
流
へ
の
土
砂
還
元
（
※
３
）を

行

い
、
ダ
ム
下
流
河
川
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流

や
弾
力
的
管
理
試
験
等
の
取
組
を
11

ダ
ム
、
土
砂
還
元
を
７
ダ
ム
で
実
施

し
ま
し
た
。

　
名
張
川
３
ダ
ム
（
室

生
ダ
ム
、青
蓮
寺
ダ
ム
、

比
奈
知
ダ
ム
）
で
は
洪

水
期
に
備
え
て
、
ダ
ム

の
水
位
を
下
げ
て
お

り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流

は
、
こ
の
水
位
を
下
げ

る
時
の
放
流
水
を
有
効

利
用
し
て
、
ダ
ム
か
ら

流
す
水
を
一
時
的
に
増

や
し
、
川
底
の
石
な
ど

に
付
着
し
た
泥
や
藻
な

ど
を
洗
い
流
す
こ
と
で

河
川
に
住
む
生
き
物
が

住
み
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
に
行
い
ま

す
。ま
た
、フ
ラ
ッ
シ
ュ

放
流
に
併
せ
て
ダ
ム
上

流
で
た
ま
っ
た
土
砂
を

ダ
ム
下
流
河
川
に
置
土

し
、
下
流
に
流
す
こ
と

に
よ
り
川
底
の
藻
な
ど

を
剥
ぎ
取
る
効
果
の
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。

【令和２年度ダム下流河川環境の改善の取組実績】

弾力的管理試験等
下流河川の土砂還元

維持流量の増量放流※４ フラッシュ放流

下久保ダム、草木ダム、滝沢ダム、
徳山ダム、一庫ダム、富郷ダム、
新宮ダム、寺内ダム

室生ダム、青蓮寺ダム、比奈知ダム、
一庫ダム

下久保ダム、浦山ダム、滝沢ダム、
室生ダム、青蓮寺ダム、比奈知ダム、
一庫ダム

フラッシュ放流の様子（室生ダム）　

フラッシュ放流前後の様子（比奈知ダム）
置土状況藻類剥離状況

※１　�ダムが建設されてダム下流の河川流況が平滑化されるため、付着藻類の剥離更新の促進、河床堆積物の掃流等を目的として一時的
に放流量を増加させる取組。�

※２　�ダムの洪水調節容量内に一次貯留した水をダム下流の河川環境改善のために放流し、その効果を評価する取組。
※３　�河川にダムができると貯水池に土砂が溜まるため、溜まった土砂をダム下流河川内に運搬、置土し、ダムからの放流水によって下

流河川へ流下させる取組。
※４　�魚類の生息場の環境改善、無水・減水区間（瀬切れ等）の解消等を目的とした放流。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
前
後
で
置
土
の

流
出
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
前
後
で
藻
類
の

剥
離
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
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■
特
定
外
来
生
物
対
策

　
一
庫
ダ
ム
で
は
、
定
置
網
を
利
用

し
て
駆
除
し
た
外
来
魚
や
猪
名
川
漁

協
共
同
組
合
が
実
施
す
る
外
来
魚
釣

り
＆
ク
リ
ー
ン
大
会
で
釣
り
上

げ
た
外
来
魚
を
活
用
し
て
魚
粉

を
つ
く
り
、
畑
の
肥
料
な
ど
と

し
て
利
用
す
る
試
み
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

定置網の回収作業

パック詰めにして完了！

外来魚の魚粉への利用（一庫ダム）

在来魚はリリース

外来魚は魚粉に加工

トピックス

トピックス

　施設の安全性が高く求められるダムは、洪水時最高水位の満水まで水を貯め、その後は放流して貯
水位を最低水位まで降下させることで、ダム堤体及び貯水池周辺の安全性を確認するための「試験湛水」
を行い、この期間中は各種観測、点検、調査が行われます。
　環境保全の取組として、湛水による貯水池の出現により、変化が生じることから、環境影響評価の
予測に基づき、専門家の指導・助言を得ながら、保全対策を行うなど環境変化の把握のモニタリング
調査計画を作成して試験湛水に臨みました。
　小石原川ダムでは令和元年12月から試験湛水を開始し、令和３年５月20日に洪水時最高水位に到達
しました。24時間以上水位を維持した後、放流により最低水位まで約1m ／日の速度で水位を低下さ
せてダム堤体及び貯水池斜面の安全確認を行います。
　小石原川ダム建設事業においては、原石山や建設発生土受入地及
び施工設備等の施工ヤードを貯水池内に配置するなど、自然改変面
積を極力小さくするなどの、環境に配慮した工事計画により、工事
を実施しました。
　環境保全対策として、コキクガシラコウモリのねぐら用の横穴の
設置、ヤマネの移殖、希少植物の移植、クマタカの保全に取り組む
とともに、コア山の跡地に常落混交広葉樹林の復元の取組を行い、
動物の生育環境の整備を行いました。

小石原川ダム・環境保全の取組
試験湛水　令和３年５月20日に洪水時最高水位に到達

洪水時最高水位で水位維持中の小
石原川ダム（令和３年５月22日）
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【令和２年度　新築、改築事業等における環境調査等一覧】
事務所 自然環境調査対象 対策効果検証 結果

利根導水総合事業所 鳥類、植物 　

思川開発建設所 猛禽類、昆虫、植物
猛禽類対策等の効果
昆虫類保全対策等の効果
植物移植の効果

保全整備地におけるムカシヤン
マの生息を確認
移植植物の開花確認

豊川用水総合事業部 猛禽類、植物 植物移植の効果

木曽川水系連絡導水路建設所 猛禽類、植物、魚類 　

川上ダム建設所
猛禽類、植物、オオサン
ショウウオ、鳥類
下流河川環境

猛禽対策等の効果
植物移植の効果
オオサンショウウオの人工巣穴、
遡上路の利用状況

移植植物の開花確認
オオサンショウウオが利用して
いることを確認

丹生事務所 植物 植物移植の効果 移植植物の定着を確認

池田総合管理所
（早明浦ダム再生） 植物 植物移植の効果 移植植物の開花確認

筑後川上流総合管理所
（小石原川ダム）

猛禽類、ほ乳類、植物、
魚類、底生動物

植物移植の効果
ほ乳類保全対策等の効果
猛禽類対策等の効果

移植植物の開花確認
保全整備地におけるコキクガシ
ラコウモリとヤマネの生息を確
認

筑後川下流総合管理所
（福岡導水）

植物、ほ乳類、両生類、
爬虫類、昆虫類、クモ類、
魚類、底生動物、陸産貝
類、鳥類

ヤマネ　

環境調査・保全対策を実施した動植物

ムカシヤンマ（幼虫）

コキクガシラコウモリ　

オオタカ　

ミヤコアオイ

オオサンショウウオ　

オニコナスビ

エビネ

※�ARアプリ（COCOAR）をダウンロード後、スマートフォンを�　　マークのついた�
写真にかざすとAR動画を観ることができます。

　ヤマネ、コキクガシラコウモリ：夜間調査の様子をご覧いただけます。
　オオタカ、オオサンショウウオ：�オオタカの給餌の様子、�

オオサンショウウオが移動する様子をご覧いただけます。

 画像が動き出す 
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令和３年度 環境報告書 Ⅳ 環境保全の取組

※１�　�水資源機構管理のダム湖を対象に「魚類」「底生動物」「植物」「鳥類」「両生類・爬虫（はちゅう）類、哺乳（ほにゅう）類」「陸
上昆虫」「環境基図作成」の項目に分け、毎年いずれかの項目を抽出し、調査しています。「動植物プランクトン（ダム湖のみ）」
については、平成 28年度より毎年、水質調査と同時に実施しています。

【令和２年度　管理業務における環境調査等一覧】

事務所 魚道遡上調査
実施施設

下流河川環境調査
変遷追跡調査等 河川水辺の国勢調査※１

利根導水総合事業所 利根大堰
秋ヶ瀬取水堰

（武蔵水路） 植物（変遷追跡調査）
沼田総合管理所
（矢木沢ダム） 　

底生動物
（奈良俣ダム）
利根川下流総合管理所
（霞ヶ浦）

植物、鳥類（妙岐ノ鼻）
湖岸植生（変遷追跡調査） 　

（利根川河口堰） 利根川河口堰
荒川ダム総合管理所
（浦山ダム） 　 猛禽類（変遷追跡調査）

魚類
（滝沢ダム） 　 猛禽類（変遷追跡調査）
下久保ダム管理所 　

底生動物
草木ダム管理所 　 　
中部支社 魚類調査（河川環境調査）
木曽川用水総合管理所 木曽川大堰 　 　
岩屋ダム管理所 　 　

鳥類
阿木川ダム管理所 　 　
長良川河口堰管理所 長良川河口堰 　 　
味噌川ダム管理所 　 　

鳥類
徳山ダム管理所 　 魚類（変遷追跡調査）
琵琶湖開発総合管理所 　 植物（変遷追跡調査） 　
木津川ダム総合管理所
（高山ダム） 　 　

環境基図作成

（青蓮寺ダム） 　 　
（室生ダム） 　
（布目ダム） 　 　

（比奈知ダム） 　 河床環境、生物等
（下流河川環境調査）

一庫ダム管理所 　 魚類、底生動物、付着藻類
（下流河川環境調査）

日吉ダム管理所 　 　
池田総合管理所
（早明浦ダム） 　 　

環境基図作成
（池田ダム） 池田ダム
（新宮ダム） 　 　

（富郷ダム） 　 魚類、底生動物、付着藻類
（下流河川環境調査）

旧吉野川河口堰管理所 旧吉野川河口堰
今切川河口堰 　

筑後川上流総合管理所 　
陸上昆虫類等（寺内ダム） 　

（大山ダム）
筑後川下流総合管理所
（筑後大堰） 筑後大堰
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②
環
境
保
全
の
た
め
の�

環
境
巡
視
等

　

ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
面
的
な
地
形
改
変
を
伴
う

こ
と
か
ら
、
事
業
実
施
区
域
内

の
巡
視
、
職
員
と
工
事
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
た
環
境
保
全
の

た
め
の
協
議
会
の
設
置
、
工
事

ご
と
の
環
境
保
全
管
理
担
当
者

の
配
置
な
ど
に
よ
り
、
環
境
保

全
の
取
組
を
着
実
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

取
組
状
況

■
環
境
保
全
協
議
会
の�

活
動

　
思
川
開
発
事
業
、
川
上
ダ
ム
建
設

事
業
で
は
、
職
員
や
工
事
関
係
者
の

環
境
保
全
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
対

策
を
実
施
す
る
た
め
、
環
境
保
全
協

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
に
お
い
て
、

環
境
保
全
の
視
点
（
水
質
保
全
、
騒

音
・
振
動
対
策
、
植
物
・
動
物
の
保

全
）
か
ら
各
工
事
現
場
を
パ
ト
ロ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
環
境
保
全
に
関

す
る
対
応
策
の
周
知
・
徹
底
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
で
は
、
環
境
巡
視
で
確

認
さ
れ
た
サ
サ
ユ
リ
、
コ
ク
ラ
ン
、

セ
ン
ブ
リ
に
つ
い
て
移
植
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

迷
入
し
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
た

め
、
工
事
範
囲
内
の
水
の
溜
り
場
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
発
見
し
た
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
保
護
し
、
影

響
の
な
い
付
近
の
河
川
へ
放
流
し
ま

し
た
。

ササユリの移植状況（川上ダム）オオサンショウウオ放流の様子（川上ダム）

環境保全協議会（思川開発）

　
ダ
ム
工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
巡
視

等
に
よ
り
現
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善

対
策
等
を
講
じ
る
ほ
か
、
２
事
業
で
環
境
保
全
協

議
会
の
設
置
や
工
事
毎
に
環
境
保
全
管
理
担
当

者
の
配
置
を
行
い
、
工
事
関
係
者
と
一
体
と
な
っ

て
環
境
保
全
に
取
り
組
む
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】 環

境
保
全
の
た
め
の
環
境
巡
視
等

●�

２
事
業
（
思
川
開
発
、
川
上
ダ
ム
建
設
）
に
お

い
て
、
工
事
ご
と
に
環
境
保
全
管
理
担
当
者
を

配
置
し
環
境
保
全
協
議
会
を
定
期
的
に
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
巡
視
に
よ
る
環
境
配
慮

（
作
業
規
制
、
標
識
等
）
機
構
職
員
及
び
工
事

関
係
者
の
環
境
意
識
の
啓
発
を
図
る
な
ど
、
工

事
関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
に
取
り

組
ん
だ
。 【

令
和
２
年
度
実
績
（
概
要
）】
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③
環
境
に
関
す
る�

委
員
会
・
検
討
会
等

　
環
境
に
関
す
る
調
査
や
影
響

予
測
、
環
境
保
全
対
策
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
最
新
の
知
見

に
基
づ
い
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
外
部
の
専
門
家
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
る
委
員
会
・
検
討
会

等
を
設
置
し
、
そ
の
指
導
・
助

言
を
得
て
い
ま
す
。

　
思
川
開
発
建
設
所
、
川
上
ダ
ム
建

設
所
、筑
後
川
上
流
総
合
管
理
所（
小

石
原
川
ダ
ム
）、
池
田
総
合
管
理
所

（
早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
）
の
４
事

取
組
状
況

務
所
で
は
、環
境
へ
の
影
響
を
回
避
、

低
減
又
は
代
償
す
る
た
め
、
専
門
家

等
の
指
導
・
助
言
を
踏
ま
え
て
動
植

物
等
の
環
境
へ
の
影
響
予
測
・
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
動
物
の
生
息
環

境
の
改
善
・
移
殖
や
植
物
の
移
植
な

ど
の
環
境
保
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
効
果
的
な
環
境
保
全
対
策
な
ど

を
行
う
た
め
、
環
境
に
関
す
る
委
員

会
・
検
討
会
等
を
下
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
洪
水
調
節
な
ど
を
目
的
に

含
む
管
理
中
の
ダ
ム
・
堰
・
湖
沼
開

発
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

の
各
地
方
整
備
局
と
と
も
に
ダ
ム
等

管
理
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、

各
施
設
に
つ
い
て
洪
水
調
節
実
績
や

環
境
へ
の
影
響
等
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
、
分
析
・
評
価
を
行
い
、
適
切

な
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
５
年

ご
と
に
過
去
の
調
査
結
果
の
分
析
・

評
価
を
行
い
、
定
期
報
告
書
と
し
て

と
り
ま
と
め
、
委
員
会
で
専
門
家
等

の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
、
下
表
の
と
お
り
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

【環境に関する委員会・検討会等一覧】

事業所名 委員会・検討会等の名称・ウェブサイト 令和２年度
開催回数

思川開発建設所 思川開発事業生態系保全委員会
https://www.water.go.jp/kanto/omoigawa/kankyo/iinkai.htm １

豊川用水総合事業部 豊川用水希少猛禽類保全検討会 １

木曽川用水総合管理所
環境情報協議会
https://www.water.go.jp/chubu/kisogawa/kankyoujouhoukyougikai/
kankyoujouhoukyougikai.pdf

２

川上ダム建設所
川上ダムモニタリング部会
川上ダムオオサンショウウオ保全対策検討会
https://www.water.go.jp/kansai/kawakami/syun-joho/kankyo-torikumi/
kankyo-iinkai/index.htm

各１

池田総合管理所 早明浦ダム再生事業環境検討委員会
https://www.water.go.jp/yoshino/ikeda/saisei/iinkai_kannkyou.html ２

筑後川下流総合管理所
（筑後大堰） 筑後大堰関連環境調査連絡協議会 １

筑後川上流総合管理所
（小石原川ダム）

小石原川ダムモニタリング部会
https://www.water.go.jp/chikugo/koishi/environment/taisaku.html １

小石原川ダムモニタリング部会クマタカ保全検討会 １

【令和２年度に開催したダム等管理フォローアップ委員会一覧】

委員会の名称 水資源機構管理施設
関東地方ダム等管理フォローアップ委員会 下久保ダム、草木ダム、滝沢ダム、武蔵水路
中部地方ダム等管理フォローアップ委員会 岩屋ダム、長良川河口堰
近畿地方ダム等管理フォローアップ委員会 高山ダム

　
環
境
保
全
対
策

等
は
、
専
門
家
等

の
指
導
・
助
言
を

踏
ま
え
て
実
施
す

る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

環
境
に
関
す
る
委
員
会
・
検
討
会
等

●�

専
門
家
等
の
指
導
・

助
言
を
得
な
が
ら
、

環
境
保
全
対
策
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績（
概
要
）】
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は
じ
め
に

　
木
曽
三
川
（
木
曽
川
・
長
良
川
・

揖
斐
川
）
の
中
・
下
流
域
は
、
古
く

か
ら
洪
水
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
地

域
で
あ
り
、
輪
中
と
呼
ば
れ
る
水
害

に
備
え
て
集
落
や
田
畑
を
堤
防
で

囲
っ
た
土
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　
木
曽
三
川
の
う
ち
長
良
川
に
は
ダ

ム
の
適
地
が
な
く
、
洪
水
を
安
全
に

流
す
た
め
に
は
川
底
を
掘
り
下
げ
る

し
ゅ
ん
せ
つ
が
最
も
適
し
た
方
法
で

し
た
が
、
し
ゅ
ん
せ
つ
だ
け
を
行
っ

た
場
合
、
塩
水
が
上
流
ま
で
遡
上
し

塩
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
長
良
川
下
流
域
で
は
、
ア
オ
取

水
と
呼
ば
れ
る
塩
分
濃
度
に
応
じ
た

不
安
定
な
取
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
長
良
川
河
口
堰
を
建
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
河
道
の
し
ゅ
ん
せ

つ
が
可
能
と
な
る
と
共
に
、
長
良
川

河
口
堰
が
塩
水
を
止
め
た
こ
と
に
よ

り
河
口
堰
上
流
が
淡
水
化
さ
れ
安
定

し
た
取
水
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　
長
良
川
河
口
堰
は
、
平
成
７
年
４

月
に
管
理
を
開
始
し
て
か
ら
26
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
学
識
者
等
の
御
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
環

境
調
査
を
行
う
と
共

に
、
河
川
環
境
の
保
全

に
配
慮
し
た
運
用
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
長
良
川

河
口
堰
で
行
っ
て
い
る

環
境
保
全
の
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

魚
類
の
遡
上
・
降
下
に�

配
慮
し
た
ゲ
ー
ト
操
作

　
長
良
川
河
口
堰
は
、
調
節
ゲ
ー
ト

と
呼
ば
れ
る
水
位
・
流
量
を
調
節
可

能
な
ゲ
ー
ト
を
10
門
有
す
る
可
動
堰

で
す
。
平
常
時
に
お
い
て
は
、
河
川

環
境
の
保
全
に
配
慮
し
、
水
を
調
節

ゲ
ー
ト
の
上
か
ら
流
す
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
操
作
と
、
調
節
ゲ
ー
ト
の
下
を

流
す
ア
ン
ダ
ー
フ
ロ
ー
操
作
を
行

い
、
常
に
全
て
の
調
節
ゲ
ー
ト
か
ら

河
川
水
を
流
下
さ
せ
て
い
ま
す
。 安八水害

（昭和51年９月（約59,500戸が浸水被害））

長良川流域図

特
集

長
良
川
河
口
堰
に
お
け
る
環
境
保
全
の
取
組
に
つ
い
て
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特集 長良川河口堰における環境保全の取組について

　
堰
下
流
の
潮
位
の
変
動
に
あ
わ
せ

て
、
河
口
堰
上
流
の
水
位
を
変
化
さ

せ
、
可
能
な
限
り
上
流
と
下
流
の
水

位
の
差
が
小
さ
く
な
る
よ
う
に
調
節

ゲ
ー
ト
を
操
作
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

調
節
ゲ
ー
ト
の
操
作
は
、
魚
の
特
性

を
踏
ま
え
た
運
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
稚
ア
ユ
が
遡
上
す
る
２
月
か
ら
６

月
の
間
は
、
ア
ユ
に
は
河
岸
を
遡
上

す
る
習
性
と
流
れ
に
向
か
っ
て
泳
ぐ

習
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
稚
ア
ユ
が

遡
上
す
る
日
中
は
河
岸
寄
り
の
調
節

ゲ
ー
ト
の
流
量
を
多
く
す
る
こ
と

で
、
稚
ア
ユ
を
岸
側
に
誘
導
し
、
よ

り
遡
上
の
容
易
な
左
右
岸
の
各
種
魚

道
に
導
く
た
め
の
操
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、４
月
か
ら
６
月
の
夜
間
は
、

サ
ツ
キ
マ
ス
な
ど
の
大
型
魚
が
遡
上

し
や
す
い
よ
う
に
、
９
月
か
ら
12
月

の
間
は
、
仔
ア
ユ
が
降
下
し
や
す
い

よ
う
に
、
河
川
中
央
部
の
調
節
ゲ
ー

ト
の
流
量
を
多
く
す
る
操
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

魚
類
等
の
遡
上
・
降
下
に

配
慮
し
た
施
設
の
設
置

　
長
良
川
に
は
、
ア
ユ
の
よ
う
に
泳

力
が
強
い
魚
か
ら
、
泳
力
の
小
さ
い

底
生
魚
や
川
底
を
移
動
す
る
エ
ビ
・

カ
ニ
類
な
ど
様
々
な
魚
貝
類
が
生
息

し
て
い
ま
す
。

　
魚
た
ち
が
以
前
と
変
わ
ら
ず
自
由

に
川
と
海
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
学
識
者
や
漁
業
協
同

組
合
等
様
々
な
方
の
御
意
見
を
取
り

入
れ
、３
種
類（
呼
び
水
式
魚
道
、ロ
ッ

ク
式
魚
道
、
せ
せ
ら
ぎ
魚
道
）
の
魚

道
を
計
５
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

魚道位置図

魚類の遡上、降下に配慮したゲート操作（オーバーフロー操作）

【サツキマス等大型魚類遡上期（４月１日〜６月30日の夜間）】
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呼
び
水
式
魚
道
は
、
中
央
部
の
呼

び
水
水
路
と
左
右
の
階
段
式
魚
道
か

ら
で
き
て
い
ま
す
。
呼
び
水
水
路
か

ら
早
い
流
速
の
水
を
流
し
て
、
魚
道

入
り
口
に
魚
を
集
め
、
魚
道
か
ら
遡

上
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　
堰
左
岸
・
右
岸
の
両
方
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

呼
び
水
式
魚
道

　
ロ
ッ
ク
式
魚
道
は
、
上
下
流
２
ヶ

所
の
ゲ
ー
ト
を
使
っ
て
魚
た
ち
の
移

動
を
助
け
る
魚
道
で
す
。 

　
上
下
流
と
も
に
、
２
段
式
の
ゲ
ー

ト
と
な
っ
て
お
り
、
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
、
ア
ン
ダ
ー
フ
ロ
ー
の
操
作
を

組
み
合
わ
せ
て
、
多
様
な
魚
類
が
遡

上
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ロ
ッ
ク
式
魚
道

　
せ
せ
ら
ぎ
魚
道
は
、
堰
右
岸
の
溢

流
堤
に
設
け
た
魚
道
で
、
自
然
の
小

川
の
よ
う
な
流
れ
を
つ
く
り
出
し
、

多
様
な
魚
類
等
が
遡
上
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
魚
道
で
は
、
底
生
魚
を
は
じ

め
と
す
る
泳
力
の
小
さ
い
魚
類
や
モ

ク
ズ
ガ
ニ
、テ
ナ
ガ
エ
ビ
等
の
エ
ビ・

カ
ニ
類
さ
ら
に
は
泳
力
の
強
い
ア
ユ

な
ど
多
様
な
魚
類
等
の
遡
上
に
効
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

左
岸
側
の
呼
び
水
式
魚
道
に
は
、

魚
道
に
観
察
室
を
設
け
て
お
り
、
魚

道
を
通
る
魚
た
ち
の
様
子
を
直
接
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
呼
び
水
式
魚

せ
せ
ら
ぎ
魚
道

道
と
せ
せ
ら
ぎ
魚
道
の
様
子
は
、
長

良
川
河
口
堰
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

ラ
イ
ブ
配
信
す
る
な
ど
、
一
般
の

方
々
が
魚
道
内
の
様
子
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
に
向
け
た�

他
機
関
と
の
協
力

　
長
良
川
河
口
堰
の
施
設
を
利
用
し

て
長
良
川
の
魚
を
増
や
す
取
組
が
、

様
々
な
機
関
に
よ
り
行
わ
れ
て
お

り
、
長
良
川
河
口
堰
管
理
所
も
協
力

し
て
い
ま
す
。

左岸呼び水式魚道

オーバーフロー操作（アユ、サツキマスなどの移動を助けます）

アンダーフロー操作
（川底をはうように移動するカジカ類やカニなどの移動を助けます）

せせらぎ魚道

アユの遡上の様子（観察窓の映像）　

階段式魚道
（魚悌部）

呼び水水路

階段式魚道
（魚悌部）

川側 川側 陸側陸側

呼び水式魚道（左岸）
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特集 長良川河口堰における環境保全の取組について

　
長
良
川
中
流
域
で
採
捕
し
た
ア
ユ

親
魚
か
ら
採
卵
し
人
工
受
精
さ
せ
た

卵
を
、
河
口
堰
右
岸
に
設
け
ら
れ
た

ア
ユ
ふ
化
水
路
に
お
い
て
ふ
化
さ

せ
、
河
口
堰
下
流
の
長
良
川
に
放
流

し
て
い
る
も
の
で
、
長
良
川
漁
業
対

策
協
議
会
・
長
良
川
漁
業
協
同
組
合

が
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ユ
ふ
化
事
業

　
海
に
降
下
す
る
前
の
銀
毛
化
し
た

ア
マ
ゴ
（
サ
ツ
キ
マ
ス
）
の
持
つ
母

川
回
帰
の
特
性
を
利
用
し
て
、
ア
ユ

ふ
化
水
路
に
お
い
て
１
週
間
程
度
飼

い
慣
ら
し
た
後
に
、
河
口
堰
下
流
の

海
域
に
放
流
す
る
も
の
で
、
長
良
川

漁
業
協
同
組
合
が
実
施
し
て
い
ま

す
。 銀

毛
ア
マ
ゴ
放
流
事
業

　

早
期
遡
上
ア
ユ
の
一
部
を
保
護

し
、
飼
育
し
た
後
放
流
す
る
こ
と
に

よ
り
、そ
の
年
の
漁
獲
だ
け
で
な
く
、

翌
年
以
降
の
ア
ユ
が
増
え
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
た
め
、
呼
び
水
式
魚

道
で
採
捕
、
岐
阜
県
が
放
流
す
る
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

天
然
遡
上
ア
ユ
の
親
魚
育
成
試
験

水
質
保
全
に
向
け
た
取
組

　

堰
上
流
の
水
質
を
保
全
す
る
た

め
、
主
に
夏
の
間
、
一
時
的
に
堰
下

流
へ
流
す
水
の
量
を
増
や
す
操
作

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
操
作
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
操
作
は
、
底
層
Ｄ
Ｏ

（
溶
存
酸
素
）
の
改
善
を
目
的
と
し
た

下
段
ゲ
ー
ト
を
上
昇
さ
せ
ゲ
ー
ト
下

に
流
水
を
通
す
ア
ン
ダ
ー
フ
ロ
ー
操

作
と
、
植

物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の

多
い
表
層

水
の
流
下

促
進
を
目

的
と
し
た

上
段
ゲ
ー

ト
を
下
降

さ
せ
ゲ
ー

ト
上
に
流

水
を
通
す

オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
操

作
に
よ
り

実
施
し
て

い
ま
す
。

シュロの装着作業の様子

銀毛アマゴ放流の様子

稚アユの採捕作業の様子

シュロ（ヤシ目ヤシ科の植
物の皮）に付着させた卵

（約１mm）

水路を泳ぐ銀毛アマゴ

採捕した稚アユ

オーバーフラッシュとアンダーフラッシュの概念図
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新
技
術
の
活
用

　
長
良
川
河
口
堰
で
は
、
魚
道
を
遡

上
す
る
ア
ユ
に
つ
い
て
、
継
続
的
に

遡
上
数
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
魚

道
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
そ

の
映
像
を
専
門
の
調
査
員
が
目
視
で

確
認
し
て
い
た
た
め
、
大
変
な
労
力

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

近
年
の
Ａ
Ｉ
技
術
の
発
展
を
踏
ま
え

て
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
ア
ユ
の
画
像

認
識
・
計
数
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
員
の
計
数
と
比
較

し
て
90
％
以
上
の
正
解
率
が
得
ら
れ魚道とカメラの設置位置

AIによるアユの判定結果の例（赤枠はAIがアユと認識した魚影を示しています）

た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
の
遡
上

シ
ー
ズ
ン
か
ら
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ア

ユ
遡
上
自
動
計
数
シ
ス
テ
ム
の
本
格

的
な
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

豊かな長良川を目指して
長良川河口堰管理所　環境課　髙橋　雅博

　私は、長良川河口堰で環境調査、環境保全対策に関連した業務を担当しており、その中の一つに
アユふ化事業への協力があります。
　この事業は、長良川中流域で捕まえた親アユから採卵し
人工授精した卵を河口堰のアユふ化水路でふ化させ、直接
河口堰下流の長良川に放流しているもので、長良川漁業対
策協議会と長良川漁業協同組合が平成17年度から毎年取
り組まれています。
　アユのふ化については、卵表面の粘着性を利用し受精卵
を付着させたシュロを長良川河口堰のアユふ化水路に設置
して行います。
　私は担当として、このシュロが運ばれてくる前は、アユ
ふ化水路の清掃などの受入れ準備を、シュロが水路に設置
された後は多くの卵がかえるように、漁業者の方々と一緒
にシュロについた汚れを洗い流す作業を10月半ばから11
月の終わりまで毎日行っています。
　今後も関係機関の方々とも連携しながら、長良川の環境
がより豊かになるよう様々な環境保全対策に取り組んでい
きたいと思います。

水路清掃の様子

シュロについた汚れを洗い流す作業
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令和３年度 環境報告書 Ⅳ 環境保全の取組令和３年度�環境報告書

１
‒
２　
水
質
の
保
全

①
水
質
情
報
の
把
握

　
安
全
で
良
質
な
水
を
供
給
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
水
質
の

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
水
資
源
機
構
で

は
、各
施
設
に
お
い
て
、巡
視
、

定
期
水
質
調
査
、
水
質
自
動
観

測
設
備
、
利
水
者
や
他
機
関
か

ら
の
水
質
デ
ー
タ
の
入
手
な
ど

に
よ
り
日
常
的
に
水
質
情
報
の

把
握
を
行
い
、
状
況
に
応
じ
た

水
質
保
全
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

取
組
状
況

■
水
質
管
理
計
画

水
質
管
理
計
画
で
は
…

❶ 

施
設
毎
の
水
質
問
題
に
対
し
、
課

題
を
整
理
し
、
日
々
の
水
質
管
理

（
水
質
状
況
の
把
握
、
水
質
異
常

発
生
時
の
対
応
な
ど
）
を
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
か

つ
着
実
な
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

❷ 
日
常
的
な
水
質
管
理
に
つ
い
て
、

年
間
の
業
務
サ
イ
ク
ル
に
位
置
づ

け
、
計
画
作
成
（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
→

水
質
管
理
の
実
施
（
Ｄ
ｏ
）
→
自

己
評
価
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）
→
水
質

管
理
の
工
夫
・
改
善
（
Ａ
ｃ
ｔ
）

→
計
画
作
成
…　
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
で
運
用
し
ま
す
。

❸ 

問
題
の
状
況
に
応
じ
て
、
さ
ら
な

る
対
策
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
中
長
期
的
な
観
点
か

ら
の
課
題
を
整
理
し
、
３
～
５
年

程
度
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
組
を

検
討
し
、
実
施
し
ま
す
。

こ
う
し
た
仕
組
み
を
通
じ
て
、

◆ 

水
質
問
題
へ
の
基
本
認
識
・
取
組

姿
勢
の
明
確
化
、
情
報
の
共
有
、

重
要
課
題
へ
の
労
力
の
重
点
化
、

業
務
の
効
率
化

◆ 

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
・
継
承

◆ 

水
資
源
機
構
の
水
質
問
題
へ
の
取

組
の
明
示

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
で
は
毎
年
、
全
施
設

で
水
質
管
理
計
画
を
作
成
し
、
以
下

の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
水
質
状
況
の
把
握

⃝

巡
視

　
貯
水
池
や
水
路
等
の
管
理
施
設

の
巡
視
を
日
常
的
に
行
い
、
水
の

色
の
変
化
、
臭
い
の
有
無
な
ど
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
質
異

常
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま

す
。

巡視状況（滝沢ダム）

ドローンによる巡視（利根川河口堰）

※１　�令和２年４月より小石原川ダムが管理に移行しましたが、令和２年は試験湛水期間のため水質管理計画は策定していません。

　
良
質
な
用
水
の

供
給
を
図
る
た

め
、
全
施
設
に
お

い
て
水
質
管
理
計

画
を
策
定
し
、
当

該
計
画
に
基
づ
き

的
確
に
日
常
の
水

質
管
理
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
水

質
情
報
を
利
水
者

等
へ
提
供
す
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

水
質
情
報
の
把
握

●�

全
52
施
設
※
１
に
お
い

て
、
水
質
管
理
計
画

を
策
定
し
、
同
計
画

に
基
づ
き
、
日
常
の

巡
視
や
定
期
的
な
水

質
調
査
及
び
水
質
自

動
観
測
に
よ
り
水
質

状
況
を
把
握
し
、
水

質
情
報
を
利
水
者
等

へ
提
供
し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績（
概
要
）】
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⃝
水
質
調
査

　
定
期
調
査
を
、
月
１
回
を
基
本
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
項
目
は
、
一
般
的
な
水
の
性

状
を
表
す
項
目
（
水
温
、
濁
度
、
電

気
伝
導
度
な
ど
）、
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
環
境
基
準
の
項
目
（
Ｃ

Ｏ
Ｄ

（
※
１
）、

ｐ
Ｈ
、
Ｓ

Ｓ（
※
２
）な
ど
）、
人
の

健
康
の
保
護
に
関

す
る
環
境
基
準
の

項
目
（
カ
ド
ミ
ウ

ム
、
全
シ
ア
ン
、

鉛
な
ど
）、
富
栄

養
化
に
関
係
す
る

項
目
（
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
ａ
、
全
リ

ン
、全
窒
素
な
ど
）

を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
職
員
に
よ

る
簡
易
な
水
質
調

査
を
行
う
ほ
か
、

ア
オ
コ
や
淡
水
赤

潮
等
の
発
生
や
、

濁
水
長
期
化
現
象
、

冷
水
現
象
等
が
見

ら
れ
た
場
合
に
は
、

臨
時
の
水
質
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
、

詳
細
な
状
況
把
握

を
行
っ
て
い
ま
す
。

採水状況（比奈知ダム） 現地計測（愛知用水）

※１　�水中の有機物などを酸化剤で酸化する際に消費される酸化剤の量を酸素量に換算したもので、有機物の量のおおよその目安として用います。
※２　水中に浮遊又は懸濁（粒子が水中に分散した状態）している不溶性の２ｍｍ�以下の粒子性物質の量。

トピックス

トピックス

　福岡導水は福岡都市圏10市６町※及び佐賀県基山町へ、筑後川から水道用原水をポンプにて導水し
ています。
　水道用原水とは、家庭などの蛇口から出てくる水道水になる前の川や池から取水したままの水のこ
とで、取水口から取水した水道用原水は、導水路により佐賀東部水道企業団の基山浄水場、福岡地区
水道企業団の牛頸浄水場へ導水し、各浄水場で浄水処理され、水道水としての水質基準をクリアして
各家庭へ届けられています。
　福岡導水では、安全で良質な水を安定して供給するために様々な取組を行っています。
　その一つとして水質監視を行っており、濁度や油分などのほか、生物監視も
行っています。
　また、大雨等により河川水が高濁度となったまま供給すると浄水場での浄水
処理に影響があるため、取水口の下流部に沈砂池を設置しています。沈砂地と
は川から取水した水の流れを緩やかにして、比重の重い土粒子を沈降（底に沈
める）させるための池で、長さ約40ｍ 、幅約10ｍ 、深さ約10ｍの池を二連
設置しており、概ね５年毎に土砂の除去作業を行っていますが、令和２年度に
は10ｔダンプで約240台分（1,300㎥）の土砂を回収しました。
　福岡導水では、これからも10市６町の皆様に信頼される水をお届けする取
組に努めていきます。
※ 10市６町：福岡市、春日市、大野城市、筑紫野市、太宰府市、古賀市、宗像市、

福津市、糸島市、那珂川市、志免町、宇美町、粕屋町、須惠町、篠栗町、新宮町

安全で良質な水を届けるための取組
－福岡導水事業所－

油分確認状況

濁度確認状況
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②
水
質
異
常
の
発
生
抑
制

　
ア
オ
コ
や
淡
水
赤
潮
、
濁
水

長
期
化
現
象

（
※
３
）や

冷
水
現
象
（
※
４
）等

の

水
質
異
常
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
曝
気
循
環
設
備
、
選
択
取

水
設
備
な
ど
の
各
種
水
質
保
全

設
備
の
運
用
を
行
う
と
と
も

に
、
流
域
か
ら
の
流
入
負
荷
軽

減
の
た
め
に
関
係
機
関
と
連
携

を
行
い
、
水
質
異
常
の
発
生
抑

制
に
努
め
て
い
ま
す
。

た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成

し
、
湖
面
利
用
者
や
周
辺

住
民
等
へ
情
報
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

⃝
水
質
自
動
観
測
設
備
等

　
ダ
ム
貯
水
池
な
ど
で
は
、
下
流
へ

の
冷
水
や
濁
水
の
放
流
防
止
や
水
質

異
常
の
早
期
把
握
の
た
め
、
ま
た
、

水
路
施
設
の
取
水
地
点
な
ど
で
は
、

取
水
し
た
用
水
の
水
質
の
監
視
や
水

質
事
故
時
等
へ
の
迅
速
な
対
応
の
た

め
、
水
質
自
動
観
測
設
備
に
よ
る
連

続
的
な
水
質
状
況
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。

■�

速
や
か
な
水
質
情
報
の

提
供
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
活
用
等
）

　

水
質
に
関
す
る
情
報

は
、
利
水
者
、
漁
協
、
河

川
管
理
者
な
ど
に
定
期
的

な
メ
ー
ル
報
告
を
行
う
な

ど
、
施
設
を
と
り
ま
く
状

況
に
応
じ
て
積
極
的
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
各
施
設
を
管
理
す
る
事

務
所
で
は
工
夫
を
凝
ら
し

ウェブサイトによる水質情報の提供例（印旛沼開発）

※３　�貯水池において、洪水時に雨水の土壌浸食により発生した濁水が貯留され、洪水後徐々に放流することによって、下流河川の濁り
が長期化する現象。下流河川の濁りが長期化した場合、下流河川の景観上の問題や、河床の藻類の生育、魚類の生育への影響など
の問題が生じることがあります。

※４　�貯水池の中下層の冷たい水を放流することにより、ダムの下流河川の水温が流入河川に比べて低くなること。河川水温の低下により、
魚類の生息環境への影響や、河川から取水して農業用水として利用した際に農作物の生長に影響する問題が生じることがあります。

水質自動観測設備
（左：霞ヶ浦開発、右：徳山ダム）

　
気
候
変
動
に
よ

る
水
質
へ
の
影
響

の
可
能
性
も
考
慮

し
つ
つ
、
富
栄
養

化
現
象
、
濁
水
長

期
化
等
の
水
質
変

化
現
象
へ
の
対
策

に
取
り
組
む
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

水
質
異
常
の
発
生
抑
制

●�

富
栄
養
化
現
象
や
濁

水
長
期
化
現
象
な

ど
水
質
状
況
が
変

化
し
た
時
に
は
、
監

視
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
影
響
を
軽
減

す
る
た
め
、
選
択
取

水
設
備
、
曝
気
循
環

設
備
、
深
層
曝
気
設

備
、分
画
フ
ェ
ン
ス
、

バ
イ
パ
ス
水
路
、
副

ダ
ム
、
遮
光
設
備
等

の
水
質
保
全
対
策
設

備
を
水
質
管
理
計
画

に
基
づ
き
運
用
し

た
。

【
令
和
２
年
度
実
績（
概
要
）】
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バイパス水路

溶存酸素量（ＤＯ）の減少により
底泥から栄養塩や重金属が溶け出す
ことを抑えるため、底層部に酸素を
供給しています。一部の施設では、
余剰空気を利用して、曝気循環設備
のように湖水を循環させる機能を兼
ね備えた設備を設置しています。

設置施設：�阿木川ダム、一庫ダム、
室生ダム、布目ダム、比
奈知ダム、日吉ダムなど

深層曝気設備

貯水池からの任意の水深の水を選択して取水するこ
とができます。
貯水池の水温や濁度などは、水深により異なる（密度
成層が形成される）ことが多いため、水温が流入水温に
近く濁度が低い層から取水することで、冷水や濁水放流
を軽減しています。また、アオコなど藻類の異常発生時
に藻類が少ない下層から取水する
などの運用も行っています。

設置施設：�26のダム・調整池に
設置

選択取水設備

流入河川水を直接、ダムの下流へ放流することが
でき、濁水長期化現象や
冷水現象を軽減します。
また、富栄養化が懸念さ
れる貯水池では、栄養塩
を多く含む流入水を貯水
池の上流から下流にバイ
パスすることにより、貯
水池への栄養塩の流入を
軽減します。

設置施設：�浦山ダム、阿木
川ダム、大山ダ
ムなど

曝気循環に
よる藻類抑制

曝気による
ＤＯ改善

カビ臭物質

溶存酸素量
（ＤＯ）減少

冷水、濁水の軽減

アオコ、
淡水赤潮等

栄養塩類の
溶出等

バイパス水路の吐出部

設備の設置状況

曝気循環設備
空気を放出してその浮力で湖水を循環さ
せることにより、光や水温をコントロール
し、希釈効果、流れの効果などを与え、植
物プランクトンの増殖を抑えるとともに冷
水現象を軽減しています。

設置施設：�長柄ダム、草木ダム、浦山ダム、
阿木川ダム、高山ダム、室生ダ
ム、布目ダム、日吉ダム、一庫
ダム、寺内ダム、大山ダム、山
口調整池など 設備の稼働状況（左：水面、右：吐出口）
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取 組 状 況

■水質異常の発生抑制

　各種水質保全設備の概要を示します。

副ダム
貯水池の流入端に設置し、その地点で粒子性の
栄養塩を沈降させ、貯水池への栄養塩の流入を軽
減しています。

設置施設：�阿木川ダム、室生ダム、布目ダムなど

分画フェンス

貯水池表層部の上下流方向をフェンスで仕切り、アオコ、
淡水赤潮、濁水などの拡大防止を図っています。

設置施設：�下久保ダム、浦山ダム、高山ダム、青蓮寺ダム、
比奈知ダム、早明浦ダムなど

遮光設備
植物プランクトンの増殖条件のひと
つである光を遮断することで、植物プ
ランクトンの増殖を抑えます。
ダム貯水池よりも規模の小さいファ
ームポンド※１で実施しています。

設置施設：�東総用水、北総東部用水、
成田用水など

栄養塩や濁質
の沈降

アオコ、
淡水赤潮等

栄養塩や濁質の
流入

淡水赤潮の対策状況

※１　水源から供給されるかんがい用水を一時的に貯留する施設です。
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③
水
質
異
常
発
生
時
の
対
応

　
水
質
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
利
水
者
や
関
係
機
関
に

速
や
か
に
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
選
択
取
水
設
備
な
ど
の
運

用
に
よ
り
、
良
質
な
水
を
供
給

す
る
た
め
、
影
響
の
軽
減
に
努

め
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
水
質
異
常
発
生
時
の�

対
応

　
水
資
源
機
構
の
管
理
施
設
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
は
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
異
常
増
殖
（
ア
オ
コ
、
淡

水
赤
潮
な
ど
）
や
濁
水
長
期
化
な
ど

の
水
質
異
常

（
※
２
）が
、
次
ペ
ー
ジ
に
示

す
と
お
り
52
施
設
中
21
施
設
で
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
水
質
異
常

の
種
類
ご
と
の
直
近
５
ヶ
年
の
発

生
施
設
数
は
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

　

水
質
異
常
を
確
認
し
た
場
合

は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、

◆ 

迅
速
に
利
水
者
等
の
関
係
者
へ

情
報
提
供
し
て
連
携
・
調
整
を

図
る

◆ 

監
視
強
化
や
臨
時
調
査
に
よ
り

状
況
を
把
握

◆ 

ア
オ
コ
な
ど
の
発
生
時
に
は
、

水
質
保
全
設
備
の
運
用
強
化
や

選
択
取
水
設
備
の
取
水
深
変
更

に
よ
り
影
響
の
軽
減
に
努
め
る

◆ 

出
水
に
よ
り
濁
水
を
貯
留
し
た

場
合
は
、
貯
水
池
内
の
鉛
直
濁

度
分
布
な
ど
を
考
慮
し
て
、 

一

時
的
に
高
濁
度
層
か
ら
取
水
し

濁
水
を
速
や
か
に
排
出
し
た

り
、
で
き
る
だ
け
清
澄
な
層
か

ら
取
水
す
る
な
ど
、
濁
水
放
流

期
間
の
長
期
化
の
回
避
・
軽
減

に
努
め
る

　

な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
令
和
２
年
度
は
利
水

へ
の
影
響
を
回
避

で
き
ま
し
た
。
水

質
異
常
の
詳
細
な

状
況
や
過
年
度
の

発
生
状
況
に
つ
い

て
は
、
毎
年
「
水

質
年
報
」
に
と
り

ま
と
め
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

　
水
質
事
故
や
第
三
者

に
起
因
す
る
突
発
事
象

等
の
発
生
時
及
び
富
栄

養
化
現
象
や
濁
水
の
長

期
化
等
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
迅
速
に
河
川

管
理
者
、
利
水
者
及
び

関
係
機
関
へ
の
情
報
提

供
・
共
有
を
行
い
、
的

確
な
施
設
操
作
や
拡
散

防
止
策
等
を
関
係
機
関

と
連
携
し
て
実
施
し
、

そ
の
影
響
の
回
避
・
軽

減
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
水
資
源
機
構

が
発
注
す
る
工
事
等
に

起
因
す
る
水
質
事
故
の

防
止
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
水
質
事
故
の
早

期
把
握
に
努
め
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

水
質
異
常
発
生
時
の
対
応

●�

ア
オ
コ
や
淡
水
赤
潮

等
の
水
質
異
常
が

21
※
１
施
設
で
発
生
し

た
。

●�

油
類
の
流
入
な
ど
に

よ
る
水
質
事
故
が

15
※
１
施
設
で
発
生
し

た
。

●�

水
質
異
常
が
発
生
し

た
際
に
は
、
迅
速
に

河
川
管
理
者
及
び
利

水
者
等
の
関
係
者
へ

情
報
を
提
供
し
て
連

携
・
調
整
を
図
っ
た

う
え
で
、
適
宜
、
臨

時
水
質
調
査
に
よ
る

状
況
把
握
を
行
い
、

影
響
軽
減
対
策
と
し

て
的
確
な
施
設
操
作

や
拡
散
防
止
策
を
実

施
し
、影
響
の
回
避・

軽
減
に
努
め
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績（
概
要
）】

選択取水設備（日吉ダム）

※１　�水質異常及び水質事故の発生施設数は、Ｐ39の表で示す施設各単位で集計しています。例えば、房総導水路の長柄ダム及び東金
ダムでアオコが発生した場合、房総導水路の１施設として計上しています。

※２　�アオコ、淡水赤潮、水の華は、貯水池の湖面の着色が目視により確認できた事象を計上しています。そのうち、藍藻類が優占種と
して発生している場合は「アオコ」、湖面が植物プランクトンの発生により黄色～赤色に着色している場合は「淡水赤潮」（河口部
の汽水域での「赤潮」も含む）、それ以外で湖面が植物プランクトンの発生により着色されている場合は「水の華」として計上し
ています。また、「異臭味」は貯水池で臭気物質が高濃度で検出された場合、あるいは利水者などから連絡のあった場合とし、「濁
水長期化」は下流河川への放流水の濁りが１週間以上継続した場合としています。

取水深を任意に

変更できる！

選択取水設備
（イメージ図）

淡水赤潮は利根河口の赤潮を含む
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【令和２年水質異常の発生状況】

令和２年に発生した水質異常と確認された原因生物、原因物質
水質異常 原因生物、原因物質

アオコ 藍藻類（ミクロキスティス、アナベナ、アファニ
ゾメノン）

淡水赤潮 渦鞭毛藻類（ペリディニウム）
水の華 緑藻類（ボルボックス）

＜現象＞

凡例

＜発生規模＞
アオコ 小規模（部分的）
淡水赤潮

水の華 中規模（貯水池半分程度）

異臭味

濁水長期化
大規模（貯水池全体）

ミクロキスティス アナベナ アファニゾメノン ペリディニウム

（利根川・荒川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

下久保ダム 濁水長期化
淡水赤潮

浦山ダム 淡水赤潮
濁水長期化

滝沢ダム 濁水長期化
アオコ

印旛沼開発 北部調整池 アオコ
西部調整池 アオコ

房総導水路 東金ダム アオコ
長柄ダム 異臭味

霞ヶ浦開発 西浦 アオコ 　　　
北浦 アオコ

（豊川・木曽川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

豊川用水 芦ヶ池調整池 アオコ
岩屋ダム 濁水長期化
木曽川用水 蜂屋調整池 淡水赤潮
味噌川ダム 濁水長期化
徳山ダム アオコ

（淀川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

琵琶湖開発 南湖 アオコ

青蓮寺ダム 淡水赤潮
アオコ

室生ダム 異臭味

比奈知ダム
アオコ
淡水赤潮
水の華

一庫ダム
淡水赤潮
アオコ
異臭味

（吉野川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

早明浦ダム 淡水赤潮
新宮ダム 淡水赤潮
香川用水 香川用水調整池 異臭味

（筑後川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

寺内ダム 濁水長期化
淡水赤潮

大山ダム 濁水長期化
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■
水
質
事
故
発
生
時
の
対
応

　
ダ
ム
貯
水
池
や
水
路
等
で
は
、
周

辺
で
発
生
し
た
交
通
事
故
、
工
場
等

か
ら
の
流
出
、
不
法
投
棄
等
に
起
因

す
る
汚
染
物
質
の
流
入
な
ど
に
よ
り

水
質
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
こ
の
よ
う

な
水
質
事
故
が
、
水
資
源
機
構
が
管

理
す
る
52
施
設
の
う
ち
15
施
設
で
合

計
23
件
発
生
し
ま
し
た
。
種
類
別
発

生
件
数
を
見
る
と
、
全
23
件
の
う
ち

16
件
が
油
類
を
原
因
と
し
た
も
の
で

し
た
。

　
水
資
源
機
構
は
、
水
質
事
故
発
生

に
際
し
、
関
係
機
関
等
で
構
成
さ
れ

る
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
、
利

水
者
等
と
迅
速
な
連
絡
調
整
を
図
っ

て
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
て
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
、
オ

イ
ル
マ
ッ
ト
設
置
な
ど
の
拡
散
防
止

対
策
を
行
い
、
水
質
被
害
の
拡
大
を

防
止
し
ま
し
た
。

　

水
資
源
機
構
の
施
設
で
は
例
年
、

水
質
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
対
応

の
遅
れ
に
よ
っ
て
は
、
取
水
停
止
等

の
重
大
な
被
害
に
至
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
各
施
設
で
は
、
水
質
事
故
へ
の
備

え
を
強
化
し
、
水
質
事
故
発
生
時
の

迅
速
・
的
確
な
初
動
対
応
や
被
害
拡

大
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
等

の
水
質
事
故
対
応
訓
練
を
、

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
水
質
事
故
発
生

時
の
迅
速
な
対
応
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
利
根
川
・
荒

川
水
系
水
道
事
業
者
連
絡
協

議
会
及
び
関
東
地
方
水
質
汚

濁
対
策
連
絡
協
議
会
が
令
和

２
年
11
月
に
実
施
し
た
「
水

質
事
故
対
応
訓
練
」
に
利
根

導
水
総
合
事
業
所
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
訓
練
は
群
馬
東
部
水
道
企

業
団
東
部
浄
水
場
に
お
い
て

原
水
か
ら
シ
ア
ン
を
検
出
し

た
と
の
想
定
で
、
浄
水
場
か

ら
連
絡
を
受
け
た
こ
と
に
始

ま
り
、
利
根
導
水
総
合
事
業

所
で
は
、
利
根
大
堰
で
水
質

検
査
の
実
施
や
関
係
機
関
と

の
情
報
伝
達
の
訓
練
を
実
施

す
る
な
ど
、
水
系
単
位
で
の

大
規
模
な
水
質
事
故
時
の
迅

速
な
対
応
を
図
る
た
め
の
実

践
的
な
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。

令和２年度　水質事故の種類別発生件数

油類 化学物質 油類・化学物質以外 自然現象 その他
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油類 化学物質 油類・化学
物質以外

自然現象 その他

発
生
件
数

水質事故対応訓練の様子（群馬用水）

トピックス

トピックス

　ダム貯水池におけるアオコ対策として、民間企業（ゼニヤ海洋
サービス㈱、㈱海洋開発技術研究所）と水資源機構木津川ダム総
合管理所が協定を締結し、青蓮寺ダム貯水池でプロペラ式湖水浄
化装置の実証実験を開始しました。
　プロペラ式湖水浄化装置は、表層のアオコをプロペラにより、強制的に底層に送り込み、アオコの
活性を抑制します。合わせて底層に酸素を供給する機能も期待されています。

①アオコを引き寄せる

③貧酸素水を解消する

②アオコを不活性化

プロペラ式湖水浄化装置の実証実験
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④
水
質
改
善
に
向
け
た�

取
組

　
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
と

し
て
、
水
質
保
全
設
備
の
効
果

的
・
効
率
的
な
運
用
方
法
の
検

討
や
新
た
な
水
質
改
善
方
法
の

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
利
水

者
、
関
係
機
関
等
と
水
質
状
況

や
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
に

関
す
る
情
報
の
共
有
や
連
携
を

強
化
す
る
体
制
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
深
層
曝
気
設
備
の
Ｄ
Ｏ

改
善
能
力
の
詳
細
調
査

　

貯
水
池
底
層
部
の
溶
存
酸
素
量

（
Ｄ
Ｏ
）
が
低
下
す
る
と
、
底
泥
か

ら
の
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
栄
養
塩
の
溶

出
や
硫
化
水
素
臭
の
発
生
な
ど
の
問

題
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
は
、
深
層
曝
気
設
備

を
阿
木
川
・
室
生
・
布
目
・
比
奈
知
・

一
庫
・
日
吉
ダ
ム
の
６
貯
水
池
で
運

用
し
、
硫
化
水
素
臭
の
抑
制
に
効
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
深
層
曝
気

設
備
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
運

用
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
大
阪
電
気

通
信
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

Ｄ
Ｏ
改
善
効
果
を
把
握
す
る
た
め
の

現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
関
係
機
関
、
水
源
地
域

等
と
の
連
携

　
水
資
源
機
構
で
は
、
貯
水
池
等
へ

の
流
入
水
質
の
改
善
を
図
る
こ
と
等

を
目
的
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

様
々
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

場
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
阿
木
川
ダ
ム
で
は
、
か
つ
て
大
規

模
な
ア
オ
コ
が
発
生
し
た
た
め
、
地

元
の
岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高
等
学

校
、
恵
那
市
、
地
域
の
方
々
と
連
携

し
て
貯
水
池
内
で
空
心
菜
を
栽
培

し
、
ア
オ
コ
の
養
分
に
な
る
窒
素
、

リ
ン
の
除
去
を
図
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

空心菜刈りとり（阿木川ダム）

　
よ
り
良
質
な
用
水
供
給
を
行
う
た
め

に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
水
系
全
体
の

水
質
改
善
に
向
け
た
様
々
な
施
策
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
場
に
参
画
し
、
具
体

化
に
努
め
る
。

　
新
た
な
水
質
保
全
対
策
設
備
の
実
証

実
験
を
継
続
し
て
進
め
る
。

　
水
質
保
全
対
策
設
備
に
つ
い
て
、
運

用
ル
ー
ル
に
基
づ
き
運
用
し
、
課
題
等

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
な
運
用
ル
ー
ル
を
検
討
し
改
善

を
図
る
。 【

令
和
２
年
度
計
画
】

水
質
改
善
に
向
け
た
取
組

●�

関
係
機
関
と
連
携
し
て
水
系
全
体
の
水
質
改
善
に
向
け
た

様
々
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
場
に
参
画
し
、
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
、
貯
水
池
や
水
道
取
水
口
に
お
け
る

水
質
状
況
、
水
質
調
査
結
果
の
共
有
、
流
入
水
質
の
改
善

に
向
け
た
取
組
な
ど
連
携
強
化
の
具
体
化
に
努
め
た
。

●�

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
水
の
週
間
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
、
施
設

見
学
者
へ
の
説
明
の
機
会
、
あ
る
い
は
清
掃
活
動
等
を
通

じ
て
流
入
負
荷
軽
減
の
た
め
の
啓
発
に
取
り
組
ん
だ
。

●�

新
た
な
水
質
保
全
対
策
と
し
て
超
音
波
装
置
に
よ
る
ア
オ

コ
抑
制
の
実
証
実
験
を
長
柄
ダ
ム
で
実
施
し
た
。

●�

曝
気
循
環
設
備
を
ア
オ
コ
や
カ
ビ
臭
の
原
因
と
な
る
藍
藻

類
の
増
殖
抑
制
対
策
と
し
て
13
貯
水
池
で
運
用
し
た
。
効

果
的
・
効
率
的
な
運
用
ル
ー
ル
案
に
基
づ
い
て
運
用
し
、

概
ね
目
標
の
水
質
を
確
保
で
き
た
。

●�

大
山
ダ
ム
で
曝
気
循
環
設
備
の
空
気
吐
出
水
深
を
段
階
的

に
変
更
し
て
湖
水
の
循
環
能
力
を
継
続
的
に
発
揮
さ
せ
る

効
果
的
運
用
の
実
証
実
験
を
実
施
し
た
。

●�

深
層
曝
気
設
備
に
よ
る
溶
存
酸
素
量
改
善
能
力
の
定
量
的

な
把
握
の
た
め
、
一
庫
ダ
ム
で
大
阪
電
気
通
信
大
学
と
の

共
同
研
究
に
よ
る
詳
細
調
査
を
実
施
し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績
（
概
要
）】
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２  
環
境
負
荷
低
減 

の
取
組
の
推
進

環
境
負
荷
の
全
体
像

■
令
和
２
年
度
の�

マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー

　
令
和
２
年
度
に
お
け
る
事

業
活
動
に
伴
う
環
境
負
荷
の

状
況（
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
）

を
以
下
に
示
し
ま
す
。

　
対
象
と
し
た
範
囲
は
、
す

べ
て
の
事
務
所
に
お
け
る
事

業
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
主
要
な
建
材
・
資

材
の
投
入
量
、
建
設
副
産
物

の
発
生
量
等
に
つ
い
て
は
、

発
注
し
た
工
事
や
調
査
に
よ

る
も
の
で
す
。

エネルギー

電力（購入）※１ 171,288MWh
※２

電力
（施設管理用水力発電）※３ 5,397MWh

ガソリン※１ 250,167L
軽油※１ 56,200L
灯油※１ 92,277L
重油※１ 21,700L
都市ガス※１ 11,830Nm3

液化石油ガス（LPG）※１ 1,679m3

液化天然ガス（LNG）※１ 0m3

資源等

上水道※１ 38,858m3

コピー用紙※１ 1,649万枚
グリーン購入
（物品・役務※１、工事）

205品目、
70品目

主要な建材・資材

生コンクリート 36,763m3

路盤材（砕石や砂利） 11,320m3

アスファルト混合物 10,724㌧
土砂（うち、新材※４�
以外の土砂）

978,433m3
（976,560m3）

工事調査

工事・調査

47,778MWh

施設の有効活用
（施設管理用水力発電・太陽光発電）

発電量※５

※その他ダム等による下流河川への利水補給あり

施設管理等事務活動

46、47
ページへ

施設管理用に自家使用し、残りは売電

施設操作・施設管理事務

976,560m3

土砂の有効利用

工事内での有効利用

新材※４以外の盛土埋戻量

エネルギー・物資の投入量令和２年度の事業活動

36 億㎥50回

用水供給洪水調節

用水供給（用水施設）洪水調節
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排出量

CO₂排出量※１※６ 83,516t-CO2

排水量（下水道等）※１ 38,858m3

事業系廃棄物※１ 108㌧

清掃活動等により収集した廃棄物量※７ 0.5㌧

PCB の処分状況

コンデンサ・安定器など ７件

建設副産物※８ 発生量（現場外排出量）
（㌧）

リサイクル量など
（㌧）

最終処分量
（㌧）

アスファルト・コンクリート塊 23,395 23,395 0

コンクリート塊 13,980 13,980 0

建設発生木材 5,744 5,693 51

建設汚泥 18,929 17,374 1,555

建設混合廃棄物 654 632 22

建設廃棄物全体※９ 65,278 63,622 1,656

※１　建設機械の燃料使用量等の発注した工事や調査によるエネルギー使用量やCO₂ 排出量は除いています。
※２　１ＭＷｈ（メガワット時）＝ 1,000kWh（キロワット時）、１kWh（キロワット時）＝ 1,000Wh（ワッ

ト時）です。
　　　また、１Ｗｈとは１Ｗの電化製品を１時間使用した場合の電力量を表します。
※３　施設管理用水力発電及び太陽光発電で発電した電力のうち、管理用として使用した電力量です。
※４　新たに採取した土砂及び購入土砂を指します。
※５　発電事業者による発生電力は含めていません。管理用として使用した電力量を含みます。
※６　温室効果ガスの排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令第３条に規定する排出係数を用い

て算定しています。
　　　購入電力については、平成 28年度の電気事業者ごとの実排出係数を用いて算定しています。
※７　関係機関等と合同で行った清掃活動により収集した廃棄物も含みます（収集後の処理状況については、

収集した廃棄物によって異なります）。
※８　令和２年度に完了した、100万円以上の工事が対象です。
※９　建設廃棄物全体には、「アスファルト・コンクリート塊」「コンクリート塊」「建設発生木材」「建設汚泥」

「建設混合廃棄物」以外の建設廃棄物も含みます。

46 ページへ

51ページへ

52ページへ

50ページへ

廃棄物・CO₂等の排出量等
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２
‒
１　
循
環
型
社
会
形

成
に
向
け
た
取
組

①
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑

制
の
取
組
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　
水
資
源
機
構
で
は
、
平
成
30

年
12
月
に
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
を
改
定
し
、「
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
の
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
、
設

備
更
新
に
際
し
て
省
エ
ネ
設

備
・
機
器
の
導
入
を
24
設
備
以

上
で
実
施
し
、
ま
た
、
既
設
の

管
理
用
水
力
発
電
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を

図
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

等
の
取
組
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
令
和
３
年
度
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
９
２
７
５
５

（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
以
下
に
抑
制

す
る
見
込
み
と
し
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
等
の
計
画

［
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
削
減
等
目
標
］

　
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果

ガ
ス
（
※
１
）
の
排
出
を
削
減
す
る
た

め
、
設
備
更
新
に
際
し
て
は
省

エ
ネ
設
備
・
機
器
の
導
入
を
行

う
も
の
と
し
、本
計
画
期
間（
平

成
30
年
度
～
令
和
３
年
度
）
に

お
い
て
は
、
ポ
ン
プ
設
備
や
変

圧
器
な
ど
24
設
備
以
上
を
高
効

率
機
器
に
更
新
す
る
。
ま
た
、

施
設
管
理
用
の
水
力
発
電
や
太

陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
の
有
効

利
用
を
継
続
し
、
毎
年
度
１
８

３
６
０
（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
以
上

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

へ
の
寄
与
を
図
る
。

［
計
画
期
間
末
（
令
和
３
年
度
）
に

お
け
る
総
排
出
量
の
見
込
み
］

　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、
本
計

画
期
間
に
完
成
す
る
施
設
の
管

理
業
務
が
加
わ
る
こ
と
、
既
存

施
設
の
用
水
供
給
量
が
増
加
す

る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ

り
、
平
成
29
年
度
（
基
準
年
度
）

の
排
出
量
（
８
９
９
３
１
（
ｔ
‒

Ｃ
Ｏ
２
））
（
※
２
）

か
ら
４
８
６
２
（
ｔ
‒

Ｃ
Ｏ
２
）
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

る
が
、
排
出
削
減
等
の
取
組
を

行
う
こ
と
に
よ
り
９
２
７
５
５

（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
以
下
と
な
る
見

込
み
。

事務活動
6,286ｔ-CO2

省エネ機器の導入
△21ｔ-CO2

平成29年度
（基準年度）

令和3年度

高効率機器の導入等
△2,017ｔ-CO2

施設管理等（基準年度時点の管理施設等）
81,607ｔ-CO2

事務活動
6,307ｔ-CO2

施設管理等
83,624ｔ-CO2

事務所の増減
 45ｔ-CO2

排出量89,931ｔ-CO2

92,755ｔ-CO2（89,931-2,038+4,862）

平成30年度以降に
完成する施設
   　87ｔ-CO2

既存施設における
送水量増加等
   　4,730ｔ-CO2

事業活動

事務活動 施設管理等

地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
の
改

定
を
行
い
、
こ
れ

に
基
づ
き
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
を
推

進
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減

に
取
り
組
む
。

既
存
の
管
理
用

水
力
発
電
設
備
や

管
理
用
太
陽
光
発

電
設
備
の
有
効
活

用
を
図
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

●�

設
備
更
新
に
際
し

て
省
エ
ネ
設
備
・

機
器
の
導
入
を
３

設
備
で
実
施
し
た
。

●�

既
存
の
管
理
用
水

力
発
電
設
備
等
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
活
用

し
、
温
室
効
果

ガ
ス
２
０
９
２
０

（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
の

排
出
抑
制
に
寄
与

し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績（
概
要
）】
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ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
、
抑
制
の
た
め
に
、
次
の
取
組
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

■ 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
を

図
る
取
組

・ 

庁
舎
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

の
削
減

・ 

公
用
車
の
燃
料
使
用
量
の
削
減

・ 

環
境
配
慮
契
約
法
に
基
づ
く
取
組
の

推
進

・ 

新
た
に
加
わ
る
管
理
施
設
（
小
石
原

川
ダ
ム
）
で
の
管
理
用
水
力
発
電
設

備
の
設
置
。

■ 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
に

資
す
る
取
組

・ 

用
紙
類
の
使
用
量
の
削
減

・ 

庁
舎
等
に
お
け
る
節
水
の
推
進

・ 

廃
棄
物
の
減
量
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
徹
底

・ 

建
設
副
産
物
等
の
有
効
利
用
等

・ 

環
境
物
品
等
の
調
達

・ 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
の

計
画
は
、
水
資
源
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
内
の
「
様
々
な
取
組
」
≳
「
環

境
へ
の
取
組
」
の
中
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

（https://w
w

w
.w

ater.go.
jp/honsya/honsya/
torikum

i/kankyo/
ondan/index.htm

l

）

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

　
水
資
源
機
構
の
す
べ
て
の
事
業
活

動
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※１　�事業活動に伴う温室効果ガス排出量は、事務活動に伴うものと施設管理等に伴うものの合計です。
　　　・�事務活動に伴う温室効果ガス排出量は、事務の実施に伴い排出されるもので、発生源は、庁舎において使用する購入電力（照明、

冷暖房機器、ＯＡ機器等）やガス類（給湯設備等）、公用車の燃料として使用するガソリンです。
　　　・�施設管理等に伴う温室効果ガス排出量は、ダム・水路等施設の新築・改築及び管理に伴い排出されるもので、発生源は、ポンプ

やゲート等の管理施設の操作や施設管理に使用する購入電力、軽油、灯油及び重油です。
※２　この計画において、購入電力による温室効果ガスの排出量は、平成28年度の電気事業者ごとの実排出係数を用いて算定しています。
　　　また、この報告書に記載している温室効果ガスの排出量は同じ排出係数を用いて算定した値です。
※ 3　�管理用水力発電及び太陽光発電で発電した電力のうち、管理用として使用した電力量です。
※４　�アオコが発生しやすいファームポンド（農業用水の通水量を調整する水槽）に、六角フロートという日光をさえぎるための“ウキ”

を浮かべ、アオコが増えるのを防いでいます。

【参考　管理用水力発電及び太陽光発電によるエネルギー産出量】
エネルギーの種類 単位 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度

発生電力量
（管理用水力発電） ＭＷｈ 45,882� 47,047� 48,546� 46,406� 46,466�

発生電力量（太陽光発電） ＭＷｈ 1,003� 1,437� 1,435� 1,358� 1,312�

【事業活動におけるエネルギー使用量の推移】
エネルギーの種類 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

電力（購入電力） MWh 181,347� 183,558� 182,855� 178,879� 171,288�
電力（発電電力）※3 MWh 5,220� 5,185� 5,181� 5,491� 5,397�

化
石
燃
料

ガソリン リットル 321,301� 302,331� 294,226� 279,603� 250,167�
軽油 リットル 154,045� 118,748� 88,283� 81,664� 56,200�
灯油 リットル 165,841� 178,655� 59,922� 70,921� 92,277�
重油 リットル 31,710� 28,500� 77,900� 70,450� 21,700�

ガ
ス

都市ガス N㎥ 8,062� 9,608� 8,307� 7,977� 11,830�
液化石油ガス（LPG） ㎥ 1,679� 1,725� 1,468� 1,577� 1,679�
液化天然ガス（LNG） ㎥ 517� 458� 0� 0� 0�

太陽光発電設備と
六角フロート
（成田用水（高田ファームポンド））※４
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■
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に

伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量

　
令
和
２
年
度
の
事
業
活
動
に
伴
う

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
８
３
５
１

６
（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
で
あ
り
、
前
年

度
の
排
出
量
（
８
７
４
０
４
（
ｔ
‒

Ｃ
Ｏ
２
））
と
比
較
す
る
と
、
３
８

８
８
（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　
水
資
源
機
構
の
排
出
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
は
、
そ
の
９
割
強
が
施
設
管

理
の
た
め
の
購
入
電
力
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
中
で
も
、
用
水
供
給
の
た

め
の
ポ
ン
プ
運
転
が
多
く
の
電
力
を

消
費
し
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減

す
る
た
め
、
設
備
更
新
に
際
し
て
は

省
エ
ネ
設
備
・
機
器
の
導
入
促
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
２
年

度
は
３
設
備
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
設
備
更
新
に
よ
っ
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
は
、
約
４
（
ｔ
‒
Ｃ

Ｏ
２
）／
年
の
削
減
と
な
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
高
効
率
型
の
機
器
等
の

導
入
な
ど
を
す
す
め
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用

　
水
資
源
機
構
が
管
理
す
る
施
設
で

は
、
発
電
事
業
者
が
実
施
し
て
い
る

水
力
発
電
の
ほ
か
に
、
施
設
管
理
用

の
水
力
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第

３
期
中
期
計
画（
平
成
25
～
29
年
度
）

で
は
、
機
構
の
ダ
ム
・
水
路
等
施
設

が
有
す
る
潜
在
能
力
を
よ
り
一
層
活

用
し
て
い
く
た
め
、
小
水
力
発
電
設

備
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
・
増

強
を
図
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
２
０
９
２
０
（
ｔ
‒

Ｃ
Ｏ
２
）
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
環
境
に
優
し
い
水
力
発

電
及
び
太
陽
光
発
電
を
稼
働
し
、
適

切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑴��

令
和
２
年
度
に
お
け
る
管
理
用

水
力
発
電
の
実
績

　
令
和
２
年
度
は
、
管
理
用
水
力
発

電
17
施
設
で
４
６
４
６
７
Ｍ
Ｗ
ｈ
の

発
電
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

施
設
管
理
用
の
電
力
と
し
て
５
３
８

6,565 6,307 6,147 5,828 5,940 0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000

100,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量（
t-

C
O

2）
89,015 89,931 89,344 

77,57682,450 83,624 83,197 81,576

：事務活動による排出：施設管理等による排出

83,516 
87,404 
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20,899 20,920 
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O
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：水力発電：太陽光発電

用水供給施設（左：房総導水路、右：群馬用水）
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８
Ｍ
Ｗ
ｈ
を
使
用
し
、
こ
れ

に
よ
り
水
資
源
機
構
が
排
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
６

６
３
（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減

し
ま
し
た
。
ま
た
、
余
剰
電

力
４
１
０
７
７
Ｍ
Ｗ
ｈ
は
電

力
会
社
へ
売
電
し
、
コ
ス
ト

縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
２

０
２
８
６
（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
に
寄
与
し
ま
し
た
。

⑵��

令
和
２
年
度
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
の
実
績

　

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

は
、
９
施
設
で
１
３
１
２
Ｍ

Ｗ
ｈ
の
発
電
を
行
い
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
3

（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
し
、

６
３
４
（
ｔ
‒
Ｃ
Ｏ
２
）
の

排
出
抑
制
に
寄
与
し
ま
し

た
。

※１　�施設管理用の電力として使用することで、水資源機構が排出する温室効果ガスを削減した量
※２　電力会社へ売電することで、水資源機構以外の者の温室効果ガス排出抑制に寄与した量
※３　耐震補強工事中のため、令和２年度発生電力量、CO2 削減量、CO2 抑制量は０となっています。

【令和２年度　施設管理用水力発電実績】

施設名 
（設置場所）

最大出力
（kW）

発生電力量
（MWh）

CO2削減量※1

（t-CO2）
CO2抑制量※2

（t-CO2）
霞ヶ浦用水（小貝川注水工） 105� 737� 17� 341�
武蔵水路 9� 58� 2� 26�
阿木川ダム　 2,600� 14,442� 761� 6,243�
愛知用水（東郷調整池） 1,000� 3,250� 91� 1,486�
愛知用水（佐布里池）※３ 33� 0� 0� 0�
豊川用水（大島ダム） 240� 1,172� 40� 528�
豊川用水（宇連ダム） 760� 2,905� 87� 1,322�
豊川用水（二川調節堰） 7� 25� 1� 11�
豊川用水（駒場流入工） 50� 234� 4� 110�
三重用水（中里ダム） 133� 967� 15� 454�
室生ダム 560� 2,116� 214� 863�
布目ダム 990� 5,083� 248� 2,340�
比奈知ダム 77� 318� 154� 0�
一庫ダム 1,900� 5,720� 465� 2,447�
日吉ダム 850� 5,816� 317� 2,644�
初瀬水路 150� 960� 28� 460�
大山ダム 520� 2,664� 219� 1,011�
合計 46,467 2,663 20,286 

【令和２年度　太陽光発電実績】

施設名 最大出力（kW） 発生電力量（MWh） CO2削減量※1

（t-CO2）
CO2抑制量※2

（t-CO2）
群馬用水 711� 1,026� 0� 499�
印旛沼開発 50� 61� 0� 30�
東総用水 20� 26� 0� 13�
北総東部 50� 50� 0� 24�
成田用水 50� 31� 0� 15�
房総導水 49� 54� 0� 26�
愛知用水 40� 39� 0� 19�
木曽川用水 20� 16� 0� 8�
両筑平野用水 10� 7� 3� 0�
合計 1,312 3 634
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■
グ
リ
ー
ン
契
約
の
実
績

　
令
和
２
年
４
月
27
日
に
環
境
物
品

等
の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方

針
の
策
定
等
を
行
い
、
グ
リ
ー
ン
契

約
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
調
達
に
お
い
て

は
、
設
定
目
標
を
１
０
０
％
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
以
降
の
調
達
に
お
い

て
も
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
と

い
う
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
趣
旨
を
全

て
の
事
務
所
に
徹
底
し
、
環
境
物
品

等
の
調
達
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、

そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
資
材
等
の
使

用
に
あ
た
っ
て
、
事
業
毎
の
特
性
、

必
要
と
さ
れ
る
強
度
や
耐
久
性
、
機

能
の
確
保
、
コ
ス
ト
等
に
留
意
し
つ

つ
、
調
達
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②
資
源
の
再
生
、
再
利
用

　

工
事
に
よ
り
発
生
す
る
土

砂
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
伐
採

木
な
ど
の
建
設
副
産
物
の
発
生

の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
発

生
し
た
建
設
副
産
物
は
再
資
源

化
す
る
な
ど
有
効
に
利
活
用
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ダ
ム
湖
に

流
入
す
る
流
木
や
施
設
周
辺
で

発
生
す
る
刈
草
も
有
効
活
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
活
動

に
お
け
る
紙
使
用
量
・
廃
棄
物

削
減
の
取
組
や
、
環
境
物
品
等

の
調
達
の
取
組
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

※１　�空㎥とは、空隙を含んだ体積。

紙使用量・廃棄物削減の取組（長良川河口堰）
（左：使用済ファイルの再利用　右：タブレットの利用）

循
環
型
社
会
の
形
成
に
取
り
組
む
た
め
、
建

設
副
産
物
の
再
資
源
化
率
、
再
資
源
化
・
縮
減

率
、
排
出
率
及
び
建
設
発
生
土
有
効
利
用
率
の

目
標
値
を
定
め
、
建
設
工
事
に
よ
り
発
生
す
る

建
設
副
産
物
に
つ
い
て
、
発
生
を
抑
制
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
有
効
利
用
を
行
う
。

貯
水
池
等
の
流
木
や
施
設
周
辺
の
刈
草
等
の

バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
取
り
組
む
。

環
境
物
品
等
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
国
等
に

よ
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
（「
グ
リ
ー
ン
購
入
法
」）
に
基
づ
き
、「
環

境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方

針
」
を
定
め
、
で
き
る
限
り
環
境
へ
の
負
荷
の

少
な
い
物
品
等
の
調
達
に
努
め
る
。

ま
た
、
特
定
調
達
品
目
に
つ
い
て
は
、「
環
境

物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」

に
規
定
さ
れ
た
判
断
の
基
準
を
満
た
し
た
も
の

（「
特
定
調
達
物
品
等
」）
を
１
０
０
％
調
達
す

る
。
た
だ
し
、
特
定
調
達
品
目
の
う
ち
、
公
共

工
事
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
方
針
に
規
定
さ
れ

た
目
標
に
基
づ
き
、
的
確
な
調
達
を
図
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

資
源
の
再
生
、
再
利
用

●�

工
事
の
設
計
段
階
よ
り
建
設
副
産
物
の
発
生

抑
制
、
有
効
利
用
、
減
量
化
、
再
資
源
化
等

の
検
討
を
行
い
、
全
７
項
目
に
お
い
て
目
標

値
を
達
成
し
た
。

●�

24
の
ダ
ム
や
堰
等 

に
お
い
て
、
合
計

５
９
２
９
空
㎥
※
１
の
流
木
を
資
材
加
工

（
チ
ッ
プ
）
等
に
よ
り
有
効
利
用
し
た
。

●�

31
施
設
で
は
、
刈
草
を
堆
肥
化
し
、
一
般
の

方
に
配
布
す
る
取
組
等
を
行
っ
て
お
り
、

１
２
６
２
４
空
㎥
の
刈
草
等
を
有
効
利
用
し

た
。

●�

「
グ
リ
ー
ン
購
入
法
」
に
基
づ
き
、
令
和
２

年
度
の
「
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
を
図

る
た
め
の
方
針
」
を
定
め
、
環
境
物
品
と
し

て
の
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
１
０
０
％
調

達
し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績
（
概
要
）】
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取
組
状
況

■
流
木
な
ど
の
有
効
活
用�

　

ダ
ム
や
堰
な
ど
に
流
れ
込
ん
で

く
る
流
木
を
、
施
設
の
運
用
に
支
障

の
な
い
よ
う
に
陸
揚
げ
し
、
処
分
す

る
際
に
、
積
極
的
な
有
効
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
24
施
設
に
お
い

て
処
理
が
必
要
な
流
木
を
集
積
し
、

合
計
５
９
２
９
空
㎥
の
流
木
を
有

効
利
用
し
ま
し
た
。
集
積
し
た
流
木

■
刈
草
等
の
有
効
活
用

　
管
理
施
設
に
異
常
が
な
い
か
目
視

で
確
認
す
る
た
め
に
、
管
理
施
設
周

辺
の
除
草
を
行
っ
て
い
ま
す
。
除
草

で
発
生
し
た
大
量
の
刈
草
等
は
、
31

の
施
設
に
お
い
て
、
畑
な
ど
の
敷
き

草
用
の
資
材
と
し
て
、
ま
た
、
堆
肥

化
し
て
一
般
の
方
に
配
布
す
る
等
の

取
組
を
行
っ
て
お
り
、
１
２
６
２
４

空
㎥
を
有
効
利
用
し
ま
し
た
。
利
根

導
水
総
合
事
業
所
で
は
、
刈
草
の
有

効
活
用
の
一
環
と
し
て
、
発
生
し
た

刈
草
は
、
中
間
処
理
施
設
を
経
由
し

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
に
搬
入
さ

れ
、
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機

性
資
源
の
発
電
燃
料
と
し
て
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
・
チ
ッ
プ
・

堆
肥
等
に
加
工
し
て
資
材
と
し
て
維

持
管
理
業
務
に
活
用
し
た
り
、
一
般

配
布
し
て
地
域
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
そ
の

ま
ま
の
形
で
流
木
ア
ー
ト
な
ど
に
利

用
し
て
い
ま
す
。

【令和２年度　流木有効利用の取組状況】

施設名 リサイクル量
（空㎥） 処理内容

滝沢ダム 1,903 チップ化、指定処分場処理※１

矢木沢ダム 1,000 バイオマス発電

寺内ダム 902 指定処分場処理※１

浦山ダム 517 一般配布、指定処分場処理※１

大山ダム 358 指定処分場処理※１

その他（19施設） 1,249 一般配布、チップ化、薪、イベントで利用、
指定処分場処理※１

合計 5,929

刈草の一般配布（三重用水）

堆肥化した刈草の一般配布（琵琶湖開発）

【令和２年度　刈草有効利用の取組状況】

施設名 リサイクル量
（空㎥） 処理内容

房総導水路 4,991 堆肥化

琵琶湖開発 1,843 堆肥化、指定処分場処理※１

豊川用水 1,217 指定処分場処理※１

埼玉合口二期 649 指定処分場処理※１

三重用水 550 一般配布、指定処分場処理※１

その他（26施設） 3,374 堆肥化、飼料、バイオマス発電、指定処分場処理※１

合計 12,624

流木ペイント大会（一庫ダム）

※１　�指定処分場（流木や刈草等をリサイクル処理する処分場）における処理。
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■
建
設
副
産
物
の
リ
サ
イ

ク
ル

　
建
設
副
産
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、国
土
交
通
省
が
策
定
し
た「
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
２
０
１

４
（
※
１
）」

に
お
け
る
再
資
源
化
率
等
の
目

標
値
を
踏
ま
え
、
そ
れ
以
上
の
目
標

値
を
定
め
て
そ
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は
、
以
下
の

と
お
り
全
て
の
項
目
に
お
い
て
目
標

値
を
達
成
し
ま
し
た
。

※１　�令和２年９月に「建設リサイクル推進計画 2020～「質」を重視するリサイクルへ～」が策定されました。
※２　�再資源化率等実績値の算出方法（実績値は小数点以下を四捨五入）
　　　＜再資源化率＞リサイクル量／現場外排出量
　　　＜再資源化・縮減率＞リサイクル量他（リサイクル量＋単純焼却量＋減量化量）／現場外排出量
　　　＜排出率＞建設混合廃棄物の排出量／全建設廃棄物排出量
　　　＜有効利用率＞新材以外の盛土埋戻量／盛土埋戻量
※３　リサイクル量には、工事間利用、再資源化、サーマルリサイクル（熱回収）が含まれます。

【令和２年度における建設副産物のリサイクル実績】　

建設副産物　目標項目
（再資源化率）

再資源化率（％）
実績値※２／目標値

現場外排出量
（ｔ）

リサイクル量※３

（ｔ）

アスファルト・コンクリート塊 100% ／ 99%以上 23,395 23,395

コンクリート塊 100% ／ 99%以上 13,980 13,980

建設発生木材 99% ／ 96%以上 5,744 5,693

建設副産物　目標項目
（再資源化・縮減率）

再資源化・縮減率（％）
実績値※２／目標値

現場外排出量
（ｔ）

リサイクル量他
（ｔ）

建設汚泥 92% ／ 90%以上 18,929 17,374

建設混合廃棄物 98% ／ 60%以上 654 632

建設廃棄物全体 97% ／ 96%以上 65,278 63,622

建設副産物　目標項目
（有効利用率）

有効利用率（％）
実績値※２／目標値

盛土埋戻量
(ｍ3）

新材以外の盛土
埋戻量(ｍ3）

建設発生土 98% ／ 80%以上 995,282 976,560

建設副産物　目標項目
（排出率）

排出率（％）
実績値※２／目標値 建設廃棄物全体の排出量(ｔ) 建設混合廃棄物の排出量(ｔ)

建設混合廃棄物 1.0% ／ 3.5%以下 65,278 654
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■
グ
リ
ー
ン
購
入
の
実
績

　
「
国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の
調

達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
グ

リ
ー
ン
購
入
法
）」
に
基
づ
き
、
調

達
目
標
等
を
定
め
た
「
環
境
物
品
等

の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方
針

（
調
達
方
針
）」を
毎
年
度
作
成
し
て
、

環
境
物
品
等
の
調
達
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
対
象
２
７
５
品

目
（
物
品
・
役
務
２
０
５
品
目
、
公

共
工
事
70
品
目
）
に
対
し
て
調
達
が

必
要
と
な
っ
た
品
目
の
う
ち
、物
品・

役
務
に
つ
い
て
は
、
全
品
目
で
、
国

が
定
め
た
基
準
を
満
足
す
る
物
品
等

を
１
０
０
％
調
達
し
ま
し
た
。

　
公
共
工
事
で
は
、
数
値
目
標
を
定

め
た
品
目
に
つ
い
て
、
同
基
本
方
針

で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
足
す
る
物

品
等
を
１
０
０
％
調
達
し
、
そ
れ
以

外
の
品
目
に
つ
い
て
も
、
事
業
の
特

性・必
要
と
さ
れ
る
強
度
や
耐
久
性
、

機
能
の
確
保
、
コ
ス
ト
な
ど
に
留
意

し
な
が
ら
、的
確
に
調
達
し
ま
し
た
。 

■
コ
ピ
ー
用
紙
使
用
量

　
令
和
２
年
度
に
お
け
る
コ
ピ
ー
用

紙
使
用
量
は
、
全
事
務
所
合
計
枚
数

が
、１
６
４
９
万
枚（
Ａ
４
判
相
当
）、

職
員
（
職
員
以
外
の
業
務
従
事
者
を

含
む
。）
１
人
あ
た
り
の
使
用
枚
数

は
、
１
年
間
で
９
０
３
７
枚
／
人
と

令
和
元
年
度
に
比
べ
て
約
10
％
減
少

し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
コ
ピ
ー
用
紙
の
裏
面
利

用
、両
面・集
約
コ
ピ
ー
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
会
議

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
の
コ
ピ
ー
用

紙
使
用
枚
数
の
削
減
に
向
け
た
取
組

を
さ
ら
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

■
上
水
道
使
用
量

　
令
和
２
年
度
に
お
け
る
上
水
道
使

用
量
は
、
全
事
務
所
合
計
で
約
３
８

８
５
８
㎥
で
、
直
近
５
年
間
で
は
最

小
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
よ
り
一
層
の
節
水
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

■
事
業
系
廃
棄
物

　
令
和
２
年
度
に
お
け
る
事
業
系
廃

棄
物
量
は
、
全
事
務
所
合
計
で
約
１

０
８
ｔ
で
、
令
和
元
年
度
に
比
べ
て

約
10
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
事
業
系
廃
棄
物
を
減
少
さ
せ
る
取

組
と
し
て
、
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹

底
し
、
フ
ァ
イ
ル
等
事
務
用
品
の
再

利
用
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
廃
棄
物
削
減
に
つ
な
が

る
取
組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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③
有
害
物
質
の
管
理

　
過
去
に
使
用
し
て
い
た
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ

（
※
１
））

を
含
む
廃
棄
物
を
、「
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
等
に
基
づ
き
、
適
正
に

各
事
務
所
の
電
気
室
、
機
場
等

で
の
保
管
、
処
分
を
行
い
ま
す
。

取
組
状
況

■�

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
の
保
管
・

処
分
状
況

　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ

Ｂ
）
を
含
む
廃
棄
物
の
保
管
に
当

た
っ
て
は
、「
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
保
管
基
準
」

（
※
２
）

に
従
い
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の

漏
れ
等
が
生
じ
な
い
よ
う
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
度
、
都
道
府
県
知
事

等
へ
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
保
管
量
等
を
届
け

出
て
い
ま
す
。

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
保
管
基
準

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
場
合

（
※
３
））

・ 

保
管
場
所
の
周
辺
に
囲
い
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と

・ 

見
や
す
い
箇
所
に
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
の
保
管
場
所
で
あ
る

旨
な
ど
の
表
示
を
し
た
掲
示
版

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

・ 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
飛
散・流
出・

地
下
浸
透
・
悪
臭
発
生
の
防
止

の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と

・ 
保
管
場
所
に
ね
ず
み
が
生
息
し
、

及
び
蚊
、
は
え
そ
の
他
の
害
虫

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
・ 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
に
他
の
物
が
混

入
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に

仕
切
り
を
設
け
る
等
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

・ 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
揮
発
防
止
及
び
Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
が
高
温
に
さ
ら
さ
れ

な
い
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

・ 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
腐
食
の
防
止

の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
廃

棄
物
の
処
分
時
期
は
、

都
道
府
県
・
政
令
指

定
都
市
ご
と
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
令

和
２
年
度
は
木
曽
川

用
水
総
合
管
理
所
、

利
根
川
下
流
総
合
管

理
所
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ

Ｂ
を
含
む
機
器
類
の

処
分
が
完
了
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
適
正
に

保
管
・
処
分
し
て
い

き
ま
す
。

※ 1　�PCBは燃えにくく電気絶縁性に優れていたため、電気機器の絶縁油として広く使用されました。しかし、有害であることが判明し
たため、昭和 47年以降は製造や新たな使用は禁止されています。

※２　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく基準。
※３　ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物の適正な処理に向けて〔2015年 4月版〕環境省より。

【令和２年度PCB保管・処分状況】

事業所 令和２年度処分状況

利根導水総合管理所（秋ヶ瀬管理所） 処分無し・保管継続

千葉用水総合管理所 一部処分・保管継続

群馬用水管理所 一部処分・保管継続

利根川下流総合管理所
（総合管理所及び河口堰） 全処分済み

木曽川用水総合管理所
（総合管理所及び弥富機場） 全処分済み

豊川用水総合事業部 一部処分・保管継続

木津川ダム総合管理所
（高山ダム管理所） 保管開始

処分したPCB廃棄物（利根川下流総合管理所）
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３  
環
境
保
全
意
識
の 

向
上

３
‒
１　

�

環
境
学
習
会
の
実
施

　
職
員
の
環
境
に
対
す
る
意
識

と
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

全
事
務
所
で
環
境
学
習
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
環
境
に
関
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
た
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
環
境
学

習
会
に
は
、
工
事
や
調
査
の
関

係
者
、
地
域
の
方
々
、
利
水
者

の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
環
境
の
保
全
に
対
す

る
意
識
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
水
資
源
機
構
の
事
業
や
環

境
保
全
の
取
組
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
保
全
に
関
す
る

姿
勢
の
明
確
化
を
図
り
、
組
織

的
、
体
系
的
に
環
境
保
全
に
取

り
組
む
た
め
に
、
環
境
保
全
に

関
す
る
指
針
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

取
組
状
況

■
環
境
学
習
会
の
開
催

　
令
和
２
年
度
は
、
全
て
の
事
務
所

で
環
境
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

環
境
学
習
会
に
は
、
機
構
の
環
境
保

全
の
取
組
に
対
す
る
理
解
が
広
ま

る
よ
う
、
工
事
関
係
者
、
地
域
住
民

及
び
利
水
者
等
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
参
加
者
数
は
延
べ
８
４
７
名
に

な
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
管
理
を
行
う
に
あ
た
っ

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
へ
の
配
慮
を

し
つ
つ
進
め
て
お
り
、
職
員
の
環
境

に
対
す
る
意
識
と
知
識
の
向
上
は

的
確
な
管
理
を
行
う
上
で
必
須
の

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
社
で
は
、２
月
７
日
に
、（
公
財
）

日
本
自
然
保
護
協
会
生
物
多
様
性
保

全
部
出
島
部
長
を
講
師
に
迎
え
、
ダ

ム
周
辺
に
も
生
息
し
て
い
る
猛
禽
類

に
つ
い
て
学
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
開

催
の
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
実
施
し
、
全
国
の
事
務
所
に
も

配
信
し
ま
し
た
。

　
岩
屋
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
馬
瀬
川

下
流
漁
業
協
同
組
合
と
下
呂
市
立
東

第
一
小
学
校
と
協
働
し
、
児
童
達
を

対
象
と
し
た
馬
瀬
川
に
生
息
す
る
水

生
生
物
な
ど
の
環
境
に
関
す
る
体
験

学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

環境学習会の形態 開催回数 参加者数
学習会・講演会 47 642（53）
野外実習を伴う学習会 4 54    （2）
体験学習会・出前講座 6 151（96）
合計 57 847（151）
※表中の（　）は参加した工事関係者、地域の方々、利水者の方々等の人数を表しています。

　
職
員
の
環
境
に
対
す
る
意
識
と
知
識
の
向
上
を

図
る
た
め
、
本
社
・
支
社
局
等
及
び
全
事
務
所
に

お
い
て
環
境
学
習
会
を
開
催
す
る
。

　

環
境
に
関
す
る
研
修
等
（
環
境
保
全
特
別
研

修
、
水
質
担
当
者
会
議
）
を
開
催
す
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

環
境
学
習
会
の
開
催
他

●�

全
事
務
所
で
環
境
学
習
会
を
開
催
し
、
機
構
職

員
や
工
事
関
係
者
、
地
域
住
民
及
び
利
水
者

等
、
延
べ
８
４
７
名
が
参
加
し
た
。

●�

水
質
担
当
者
会
議
を
実
施
し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績
（
概
要
）】
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【各事務所における主な環境学習会の内容】
事務所名 名称

本社�他　７事務所 猛禽類に関する環境学習会
総合技術センター 環境DNA研究の最前線と企業の取組
利根導水総合事業所 水質事故対応訓練
思川開発建設所 渡良瀬遊水地の環境
沼田総合管理所 矢木沢ダム・奈良俣ダムに生息する底生動物
利根川下流総合管理所 妙岐ノ鼻地区の環境調査について
荒川ダム総合管理所 鮎に関する環境学習会
千葉用水総合管理所 令和２年度千葉用水総合管理所環境学習会
下久保ダム管理所 機構職員のための水質講座�－下久保ダムを例にして－
草木ダム管理所 水質に関する基礎的な事項について
群馬用水管理所 群馬県の再生可能エネルギーについて
霞ヶ浦用水管理所 カワヒバリガイに関する講演会
豊川用水総合事業部 愛知県における農業農村整備事業の環境との調和への配慮
木曽川水系連絡導水路建設所 土壌に係る規制等について
愛知用水総合管理所 気象の基礎知識と防災気象情報の活用
木曽川用水総合管理所 木曽川中流部の環境改善
岩屋ダム管理所 水生生物採取
阿木川ダム管理所 機構職員のための水質講座（味噌川ダムと共同開催）
長良川河口堰管理所 岐阜県魚苗センター見学
味噌川ダム管理所 機構職員のための水質講座�
三重用水管理所 水質汚染・海洋汚染について
関西・吉野川支社�淀川本部 深層曝気の効果的な運用に関する研究
丹生事務所 希少植物の移植
川上ダム建設所 伊賀地方や紀伊半島の地形・地質
琵琶湖開発総合管理所 オオバナミズキンバイの生態等について・ドローン操作訓練
木津川ダム総合管理所 伊賀地方や紀伊半島の地形・地質
日吉ダム管理所 日吉ダムにおける環境基図作成調査について
関西・吉野川支社�吉野川本部 水質勉強会
池田総合管理所 稚アユ放流体験（池田ダム・三縄小学校）
筑後川上流総合管理所 ミズマツバの保全活動

水生生物の採取（岩屋ダム管理所）

ミズマツバの保全活動（筑後川上流総合管理所）

オオバナミズキンバイの駆除（琵琶湖開発総合管理所）

稚アユ放流体験（池田総合管理所）
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■
環
境
学
習
会�

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
環
境
学
習
会
に
参
加
し
た
職
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
内
容
に

つ
い
て
96
％
が
「
興
味
深
か
っ
た
」

と
回
答
し
、
意
識
の
変
化
に
つ
い
て

は
、「
意
識
が
向
上
し
た
」
と
76
％

が
回
答
し
て
お
り
、
所
期
の
目
的
を

達
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
環
境
に
関
す
る
必

要
な
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
職
員
の
環
境
保
全
意
識
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

３
‒
２　

�

環
境
に
関
す
る
研
修
の
実
施

　
水
資
源
機
構
で
は
、
専
門
的
知
識

の
習
得
を
目
的
と
し
た
「
専
門
研

修
」、
基
礎
的
知
識
等
の
習
得
を
目

的
と
し
た
「
一
般
研
修
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
環
境
に
関
す
る
専
門
研

修
と
し
て
「
環
境
保
全
特
別
研
修
」

が
あ
り
、
ま
た
、
一
般
研
修
に
お
い

て
も
環
境
に
関
す
る
講
義
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
環
境
保
全
特
別
研
修
で
は
、
環
境

保
全
に
精
通
し
た
人
材
を
育
成
し
、

機
構
事
業
に
お
け
る
環
境
保
全
の
取

組
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
質
担
当
者
の
水
質
管
理

に
係
る
知
識
及
び
技
術
の
向
上
を
図

り
、
各
施
設
に
お
け
る
適
切
な
水
質

管
理
及
び
良
質
な
用
水
の
供
給
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
事
務

所
の
水
質
担
当
者
を
対
象
に
「
水
質

担
当
者
会
議
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
会
議

は
情
報
共
有
の
目
的
も
あ
り
、
水
質

管
理
計
画
、
水
質
異
常
報
告
の
目
的

及
び
水
質
デ
ー
タ
処
理
な
ど
、
よ
り

実
務
的
な
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

環境の
意識の変化

76%

■ 意識が向上した
■ 意識に変化はなかった

学習会の
理解度

39%

■ 非常に参考になった
■ 参考になった

56%

学習会の
内容に
ついて

■ 非常に興味深かった
■ 興味深かった

48%48%

5%

24%

4%

■ つまらなかった ■ あまり参考にならなかった

環境学習会アンケート結果



56令和３年度 環境報告書

４  
社
会
と
の 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

４
‒
１　
環
境
に
関
す
る

情
報
の
発
信

　
広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
、
環
境
保
全
の

取
組
や
管
理
施
設
の
水
質
状
況

な
ど
、
環
境
情
報
の
発
信
に
努

め
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
水
質
年
報
の
作
成
・
公
表

　

管
理
施
設
の
水
質
状
況
に
つ
い

て
、
平
成
16
年
度
（
平
成
15
年
デ
ー

タ
）
以
降
、
毎
年
、「
水
質
年
報
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
公
表
し
て
い

ま
す
。「
水
質
年
報
」
に
は
、
管
理

施
設
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
定
期

水
質
調
査
結
果
を
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
水
質
の
経
年
変
化
、
水
質
異
常

発
生
の
状
況
、
水
質
の
保
全
・
改
善

へ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
情
報
発
信

　
環
境
方
針
や
環
境
行
動
計
画
な
ど

水
資
源
機
構
に
お
け
る
環
境
保
全
の

取
組
に
係
わ
る
情
報
を
「
環
境
へ
の

取
組
」
と
し
て
、

機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
「
環
境
報
告
書
」
や
「
水
質
年
報
」

は
10
年
分
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信

　

広
報
誌
「
水
と
と
も
に
」
で
は
、

水
質
の
保
全
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
な
ど
環
境

保
全
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
一
庫
ダ
ム
の
エ
ド

ヒ
ガ
ン
植
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
青
蓮

寺
ダ
ム
に
お
け
る
水
質
保
全
と
環
境

保
全
な
ど
の
取
組
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
事
務
所
に
お
い
て
、
地

域
の
皆
様
に
事
業
の
内
容
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
広
報
誌
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
職
員
自
ら
取
材
し
、
地

元
の
方
々
の
声
や
工
事
の
進
捗
状

況
、
環
境
保
全
の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
記
事
を
作
成
し
、
紙
面
の
構
成
な

ど
を
工
夫
し
な
が
ら
発
行
し
て
い
る

手
作
り
の
広
報
誌
で
す
。

○
思
川
だ
よ
り
（
思
川
開
発
事
業
）

○
う
る
お
い
木
曽
（
木
曽
川
用
水
）

○
川
上
ダ
ム
通
信
（
川
上
ダ
ム
）

○
か
わ
ら
ば
ん
ひ
と
く
ら（
一
庫
ダ
ム
）

○
比
奈
知
ダ
ム
環
境
新
聞

　
（
比
奈
知
ダ
ム
）

  

植樹しました

    

　
令
和
元
年
度
に
お

け
る
環
境
保
全
の
取

組
等
を
取
り
ま
と
め

た
「
環
境
報
告
書

２
０
２
０
」
を
作
成

し
、
公
表
す
る
。

　
令
和
元
年
に
お
け

る
水
質
調
査
結
果
等

を
取
り
ま
と
め
た

「
２
０
１
９
年
水
質

年
報
」
を
作
成
し
、

公
表
す
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

環
境
に
関
す
る
情
報
の
発
信

●�

「
環
境
報
告
書

２
０
２
０
」

「
２
０
１
９
年
水

質
年
報
」
を
作
成

し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
公
表
す
る

と
と
も
に
、
関
係

機
関
等
へ
配
布
し

た
。

●�

広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
環
境
情

報
を
発
信
し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績（
概
要
）】

環境への取組



57 令和３年度 環境報告書

Ⅰ	

事
業
の
概
要

Ⅱ	

環
境
保
全
の
方
針

Ⅲ	

環
境
保
全
の
取
組
の
体
制

Ⅳ	

環
境
保
全
の
取
組

Ⅴ	
よ
り
良
い
環
境
報
告
書
を
目
指
し
て

令和３年度 環境報告書 Ⅳ 環境保全の取組

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た

情
報
発
信

　

防
災
情
報
、
各
現
場
の
出
来
事
、

施
設
周
辺
で
見
ら
れ
る
動
植
物
の
様

子
、
環
境
保
全
の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
、Tw

itter

、Facebook

、

Youtube

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を

活
か
し
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

【
情
報
発
信
の
例
】

●Tw
itter

・Facebook�

　
機
構
の
業
務
や
施
設
周
辺
に
関
す

る
こ
と
及
び
防
災
対
応
等
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
をTw

itter

で
、
詳
細

な
情
報
をFacebook

で
発
信
し

ま
し
た
。

●YouTube

　

Y
ou

T
u

b
e

に
はT

w
itter

や

Facebook

で
は
伝
え
る
こ
と
が

難
し
い
再
生
時
間
の
長
い
映
像
を
中

心
に
動
画
を
掲
載
し
ま
し
た
。ま
た
、

令
和
２
年
度
は
、
新
し
い
生
活
様
式

と
な
り
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
中
、
特
に
力

を
入
れ
て
き
た
の
が
、
施
設
の
魅
力

を
伝
え
るYouTube

動
画
の
制
作

で
す
。
水
資
源
機
構
がYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
た
の
は
平
成

●Twitter

●Facebook

●バーチャルダム見学

27
年
で
、
令
和
２
年
度
は
新
た
な
企

画
で
あ
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ダ
ム
見
学

ツ
ア
ー
」
を
は
じ
め
42
本
の
動
画
を

制
作
し
、ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ダ
ム
見
学
ツ
ア
ー
」

で
は
、
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
堤
体
内
部
や
湖
面
巡
視
の

様
子
な
ど
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
視
聴
者
に
ダ
ム
見
学
を
疑
似
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ダ
ム
へ
の

親
近
感
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
収
束
後
、

実
際
に
ダ
ム
に
訪
れ
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
動
画
を
目

指
し
ま
し
た
。

Twitter

Facebook

バーチャル
ダム見学

バーチャル見学ツアー（奈良俣ダム編）



58令和３年度 環境報告書

４
‒
２　
地
域
に
密
着
し

た
施
設
・
水
辺
空
間

　
水
資
源
機
構
の
施
設
の
多
く

は
、
水
源
地
域
や
都
市
部
の
中

で
も
比
較
的
自
然
が
豊
か
な
地

域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
や
そ
の
周
辺
は
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
の
活
動
の
場
と

な
る
水
辺
や
緑
地
が
形
成
さ
れ

て
お
り
、散
策
な
ど
を
目
的
に
、

地
域
の
方
々
や
都
市
部
か
ら
の

来
訪
者
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

取
組
状
況

■
景
観
に
配
慮
し
た
施
設

整
備

　
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
全
事

務
所
に
お
い
て
地
域
特
性
等
を
考
慮

し
て
策
定
し
た
景
観
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
き
、
景
観
に
配
慮
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
岩
屋
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
堤
体
上
の

休
憩
施
設
に
つ
い
て
、
既
設
の
木
製

ス
ツ
ー
ル
が
老
朽
化
し
た
こ
と
か

ら
、
周
辺
の
景
観
に
な
じ
む
素
材
と

色
を
選
定
し
て
、
石
材
ベ
ン
チ
に
更

新
し
ま
し
た
。

　
川
上
ダ
ム
で
は
、
管
理
棟
・
発
電

所
建
屋
・
放
流
警
報
局
舎
の
施
設
整

備
に
あ
た
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
、
統
一
感
・
一
体
感
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
し
ま
し
た
。
川
上
ダ
ム

が
あ
る
伊
賀
地
方
で
は
伊
賀
焼
（
陶

器
）
が
有
名
で
あ
り
、
伊
賀
瓦
（
い

ぶ
し
瓦
）
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
賀
瓦
は
灰
色
を
基
調
と
し
た
落
ち

着
い
た
色
彩
で
あ
り
、伊
賀
上
野
城
、

旧
藤
堂
邸
、
旧

青
山
町
を
代
表

す
る
大
村
神
社

の
付
属
棟
の
ほ

か
、
伊
賀
地
方

の
集
落
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
目

に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
伊

賀
瓦
の
色
彩
を

　
ま
た
、
施
設
の
新
築
や
改
築

を
行
う
際
に
は
、
施
設
周
辺
の

景
観
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を

実
施
し
、
地
域
環
境
と
の
調
和

を
図
っ
て
い
ま
す
。

基
調
と
す
る
こ
と
で
、
周
辺
の
景
観

と
の
調
和
に
配
慮
し
ま
し
た
。
令
和

２
年
度
は
、
発
電
所
建
屋
を
完
成
さ

せ
る
と
と
も
に
、
管
理
棟
、
放
流
警

報
局
舎
の
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。ロックフィルダム堤体（岩屋ダム）

景観に配慮した石材ベンチ
（岩屋ダム）

景観に配慮した管理棟（川上ダム）

　
良
質
な
空
間
の
形

成
が
地
域
の
価
値
を

高
め
る
と
の
観
点
か

ら
、
景
観
に
配
慮
し

た
施
設
整
備
に
取
り

組
む
。

　
地
域
資
源
で
あ
る

湖
面
・
湖
岸
の
利
活

用
を
継
続
す
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

地
域
に
密
着
し
た
施
設
・
水
辺
空
間

●�

地
域
特
性
を
考
慮

し
て
策
定
し
て
い

る
景
観
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
く
整
備

方
針
に
よ
り
、
３

事
務
所
で
、
景
観

に
配
慮
し
た
施
設

整
備
に
取
り
組
ん

だ
。

●�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

よ
っ
て
湖
面
や
湖

岸
の
利
活
用
を

図
っ
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績（
概
要
）】
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■
湖
面
等
の
利
活
用

　
施
設
や
そ
の
周
辺
は
、
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
の
活
動
の
場
と
し
て
、
散

策
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ダ
ム
の
湖
面
や
湖
岸
な
ど

は
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
活

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
荒
川
ダ
ム
総
合
管
理
所
で
は
、
浦

山
ダ
ム
に
お
け
る
夜
間
の
防
災
操
作

等
に
備
え
、
ダ
ム
の
下
流
部
分
を
照

ら
す
た
め
の
照
明
設
備
を
設
置
し
て

お
り
、
設
備
点
検
の
一
環
と
し
て
、

ダ
ム
堤
体
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
「
秩

父
荒
川
清
雲
寺
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
」

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
あ
わ
せ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
朝
倉
市
の
寺
内
ダ
ム
で

は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害

か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
て
地
域
と
連

携
し
、
ダ
ム
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
復
興
が
進
む
朝
倉
に
希
望
の
光
を

届
け
た
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

カヌー体験ツアー（草木ダム）

ダム背面登り（寺内ダム）

桜とライトアップされたダム（浦山ダム）

わかさぎ釣り大会（早明浦ダム）

宝山湖周辺への彼岸花の植栽（香川用水）

復興を祈念したライトアップ（寺内ダム）
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トピックス
トピックス

　水資源機構では、水路等の機構施設が地域に果たしている役割や重要性をより多くの方々に知って
いただくため、令和２年11月９日から「水の恵みカード」を各施設の管理所や関係土地改良区等にて
配布を開始しました。
　「水の恵みカード」は、農林水産省が進めている取組で、地域の農産物と農業水利施設（水の恵み施
設）のことをわかりやすく紹介する簡易版パンフレットです。
　カードは、表面にその地域の農産物の紹介が、裏面にそれぞれの用水における主要な施設の写真と
事業の歴史などが記載されています。原則として配布場所への来訪者１名に対して１枚を配布します。
カード配布場所やカードの見方等の詳細については当機構ホームページをご参照ください。
https://www.water.go.jp/honsya/honsya/torikumi/tourism/mizucard/index.html

「水の恵みカード」配布開始！

カード表

カード表

カード裏

カード裏

〈水の恵みカードの見方〉

 農産物の種類

表面中央上に農産物の種類を記載し
ています。

 ポイント解説

表面に農産物の由来、特徴等を記載
しています。

 きっかけ

裏面に事業の経緯や効果等を記載し
ています。

 一口メモ

裏面に地域の特徴を表す事柄を記載
しています。

 施設の形式

裏面の右上に施設の形式を記号で記
載しています。

水の恵みカード
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４
‒
３　
環
境
保
全
活
動

と
地
域
交
流
へ
の
取
組

　

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

地
元
自
治
体
や
関
係
団
体
と
と

も
に
、森
林
整
備
活
動
、地
域・

河
川
内
の
清
掃
活
動
や
環
境
に

関
す
る
啓
発
活
動
な
ど
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
森
林
保
全
活
動

　
河
川
流
域
の
森
林
保
全
は
、
森
林

の
水
源
涵
養
、
水
質
浄
化
、
土
砂
流

失
防
止
な
ど
の
機
能
に
よ
り
、
河
川

環
境
の
保
全
に
役
立
ち
ま
す
。
流
域

内
の
自
治
体
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
植
林
や
間
伐

等
の
山
林
整
備
を
通
じ
て
、
森

林
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
水
資
源
機
構
で
は
、
そ
の

森
林
保
全
活
動
に
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
筑
後
川
上
流
総
合
管
理
所
で

は
、
江
川
ダ
ム
直
下
流
の
下
戸

河
内
地
区
に
お
い
て
、「
水
を

つ
な
ぐ
流
域
交
流 

in 
下
戸
河

内
」
に
よ
る
水
源
地
保
全
活
動

と
し
て
植
樹
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
水
を
つ
な
ぐ
流
域
交
流 

in 

下
戸
河
内
」
は
下
流
域
の
利
水

者
と
水
源
地
域
の
交
流
会
で
あ

り
、
平
成
13
年
か
ら
毎
年
秋
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
環
境
保
全
活
動
を
通
じ

た
地
域
交
流

　
一
庫
ダ
ム
で
は
、
貯
水
池
に
定
着

し
て
い
る
ア
ユ
の
産
卵
場
を
保
全

し
、
ア
ユ
の
再
生
産
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
17
年
度
よ

り
、
ダ
ム
貯
水
池
流
入
部
の
浅
瀬
に

お
い
て
、
産
卵
場
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
い
、
美
し
い
猪
名
川
・

知
明
湖
の
再
生
を
目
指
し
ま
す
。「
一

庫
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協

議
会
」
主
催
で
「
川
の
耕
し
隊
」
参

加
者
を
募
り
、
２
日
間
で
31
名
が
参

加
し
ま
し
た
。参
加
者
に
は
清
掃
後
、

ア
ユ
の
塩
焼
き
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

植樹活動（水をつなぐ流域交流�in�下戸河内）

大路次川耕し状況（一庫ダム） 大路次川を遡上する稚鮎

※1　�ダムを活かした水源地域の自立的・持続的な活性化を目的として、水源地域の地方公共団体・住民等がダム管理者と共同で主体と
なり、下流の地方公共団体・住民や関係機関に参加を呼びかけながら策定する水源地域活性化のための行動計画

　
水
源
地
域
と
下
流
受
益

地
の
相
互
理
解
促
進
の
た

め
、
ダ
ム
施
設
等
を
核
と

し
て
活
用
し
た
上
下
流
交

流
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
施
設
の
役
割
等

の
理
解
を
得
る
た
め
、
本

社
・
支
社
局
と
事
務
所
が

連
携
を
図
り
、
周
辺
地
域

の
方
々
と
交
流
の
場
を
設

け
、
情
報
の
共
有
に
努
め

る
。

　
土
砂
・
流
木
の
貯
水
池

流
入
抑
制
や
水
源
涵
養
に

も
効
果
が
あ
る
流
域
内
の

森
林
保
全
作
業
に
取
り
組

む
地
方
公
共
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
流
域
内
の
森
林
保
全

に
協
力
す
る
。

【
令
和
２
年
度
計
画
】

環
境
保
全
活
動
と
地
域
交
流

●�

ダ
ム
等
建
設
事
業
及

び
管
理
施
設
を
所
管

す
る
事
務
所
に
お
い

て
、
水
源
地
域
と
下

流
受
益
地
の
相
互
理

解
促
進
の
た
め
の
上

下
流
交
流
、
地
域
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な

ど
の
交
流
活
動
を
通

じ
て
、
地
域
の
方
々

と
の
情
報
の
共
有
に

努
め
た
。（
56
施
設
）

●�

森
林
保
全
に
関
し
て

は
、
上
下
流
交
流
の

活
動
や
水
源
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
※
１
の
活
動

等
に
よ
り
、
森
林
間

伐
、
植
樹
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
だ
。

【
令
和
２
年
度
実
績
（
概
要
）】


